
5

人） 2,256 2,1

1

70 2,107 2,110 2,110
指標

指標
・安城市　文化協会会員数　Ｈ26：1,704人、Ｈ27：1,703人／市人口　約18万人

他市との ・知立市　文化協会会員数　Ｈ26：1,380人、Ｈ27：1,541人／市人口　約 7万人　
比較検証 ・刈谷市　文化協会会員数　Ｈ26：2,170人、Ｈ27：2,107人／市人口 約14万5千人

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 6,564 6,291 6,982 2,150 合計 6,981,750 円
賃金 3,531,750 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 報償費 200,000 円
負担金、補助及び

一般財源 6,564 6,291 6,982 2,150 交付金 3,250,000 円

職員人件費　② 701 634 705 837

総事業費（①＋②） 7,265 6,925 7,687 2,987

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

８

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 教育文化

（

基本施策 文化・芸術
施

平

策体系
施策の内容 活動

成

の支援体制の充実

目
　

２

　
　
的

  芸術文化創

７

造活動への市民の積極

年

的な参加

主
た
る
内
容

 

度

 様々な文化創造活動

評

に取り組む市民が所属

価

を促す。 している刈谷

）

文化協会の育成や刈谷

刈

をテーマ
とする文化事

谷

業「わたしの刈谷展」

市

への支援
を行う。

位
置

事

づ
け

関連計画 刈谷市文

務

化振興基本計画

根拠法

事

令

対象者 刈谷文化協会

業

事業期間 ～

実施方法 ■

評

直営　□委託　□指定

価

管理　■補助・助成　

シ

□その他

ート （様式１）

会

Ｂ
　
事
　

計

業
　
実
　
績

２５年度実

名

績 ２６年度実績 ２７年

担

度実績 ２８年度計画

・

当

刈谷文化協会へ団体補

部

助 ・刈谷文化協会へ団

市

体補助 ・刈谷文化協会

民

へ団体補助 ・刈谷文化

活

協会へ団体補助
・わた

動

しの刈谷展受賞作品の

部

・わたしの刈谷展受賞

一

作品の ・わたしの刈谷

般

展受賞作品の ・わたし

会

の刈谷展受賞作品の
　

計

報償金授与 　報償金授

文

与 　報償金授与 　報償

化

金授与
・刈谷城築城4

協

80年記念芸能発・西

会

三文協美術展への事業

育

補 ・県文連西三河部芸

成

能大会へ
　表会への事

事

業補助 　助 　の事業補

業

助

・多くの市民が参加

担

する市民文化祭など市

当

民の創作活動の発表の

課

機会となる様々な事業

文

が開催され、市民の文

化

化振興に寄

成果
与した

観

。

・総合文化センター

光

で開催された県文連西

課

三河部芸能大会は、9

款

市1町1地域の団体が

項

出演して約1,800

目

人の来場者があり、

西

担

三河地区で発表の機会

当

が提供できた。

・会員

係

数が減少傾向であり、

文

新規会員、特に若年層

化

の会員を獲得していく

振

必要がある。

課題

指標

興

名称（単位）
実績値 目

係

標値

２５年度 ２６年度

1

２７年度 ２８年度 ３０

0

年度

活動 団体会員数（



1

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　市民が5部

平

門35部会に所属し、

成

多様な文化芸術の創造

２

活動
・法的業務

普通
に

８

寄与している。部門ご

年

とに市民文化祭を開催

度

しており、
必要性 ・市

（

民ニーズ、社会需要 他

平

団体との交流も行われ

成

、レベルアップに寄与

２

している。
・市民生活

７

上必要である　など わ

年

たしの刈谷展の開催に

度

より、郷土に対する愛

評

着を高める
ことができ

価

る。
　文化振興指導員

）

が事務局をとりまとめ

刈

ており、事業運営
・コ

谷

ストの節減、費用対効

市

果
普通

や経理などが適

事

正に行われている。
効

務

率性 ・執行体制の効率

事

性
・手段の最適性　な

業

ど

　文化活動団体をと

評

りまとめる文化協会を

価

窓口に、市民の
・市が

シ

主体となって実施する

ー

普通
発表の機会づくり

ト

として支援することは

（

妥当である。
妥当性 　

様

べき事業であるか
・総

式

合計画との整合性　な

２

ど

　市民文化祭の他に

）

県文連西三河部芸能大

会

会を開催するこ

施策へ

計

の ・施策への貢献度
高

名

い
とで、市民が積極的

担

に文化創造活動に関わ

当

る機会を設け、
・目標

部

達成度 刈谷の文化振興

市

に寄与した。
貢献度 ・

民

市民サービスへの効果

活

　など

今後の方向性 □

動

拡充　■現状維持　□

部

改善・効率化　□縮小

一

　□終期設定　□休止

般

・廃止

・今後も活動を

会

広げていくために、新

計

規会員の獲得に向けた

文

方策を検討する必要が

化

ある。

協会育

Ｃ
 

成

　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　

事

Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

業
担当課 文化観光課

款 項 目 担当係 文化振興係

10 5



化

単位：千円
２５年度 ２

振

６年度 ２７年度 ２８年

興

度 ２７年度

（決算） （

係

決算） （決算） （予算

1

） 事業費内訳

事業費　

0

① 0 0 2,500 0 合

5

計 2,500,000

1

 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 2,500,000 円

一般財源 0 0 2,500 0

職員人件費　② 0 0 705 0

総事業費（①＋②） 0 0 3,205 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ

８

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

平

文化・芸術
施策体系

施

成

策の内容 活動の支援体

２

制の充実

目
　
　
　
的

　

７

市民による創作活動へ

年

の支援に加え、「音

主

度

た
る
内
容

　市制施行6

評

5周年記念として、公

価

募による合
楽のあるま

）

ち　刈谷」としてのイ

刈

メージアッ 唱団と市民

谷

を中心としたオーケス

市

トラによる
プを図る。

事

第九交響曲演奏会の事

務

業費に対して補助金を

事

交付する。

位
置
づ
け

関

業

連計画

根拠法令

対象者

評

事業期間 平成２７年度

価

～ 平成２７年度

実施方

シ

法 □直営　□委託　□

ー

指定管理　■補助・助

ト

成　□その他

（様式１）

会計名

Ｂ
　

担

事
　
業
　
実
　
績

２５年

当

度実績 ２６年度実績 ２

部

７年度実績 ２８年度計

市

画

　 　 第九交響曲演奏

民

会 　
　 　 ・開催日　平

活

成28年3月6日 　
　

動

　 ・場所　　総合文化

部

センター 　
　 　 　
　　

一

　――――――― 　　

般

　――――――― 　　

会

　―――――――

・公

計

募市民の合唱団約24

第

0名と、市民を中心と

九

したオーケストラ84

交

名により、市民による

響

市民のための演奏会と

曲

して、刈

成果
谷市の音

演

楽振興に寄与すること

奏

ができた。

・これまで

会

10年に一度開催して

開

いるが、その妥当性を

催

検討する必要がある。

補

課題

指標名称（単位）

助

実績値 目標値

２５年度

事

２６年度 ２７年度 ２８

業

年度 ３０年度

成果 入場

担

者数（人） ― ― 1,3

当

45 ― ―
指標
活動
指標

課

安城市では、平成27

文

年12月13日に3年

化

ぶりに実施している。

観

他市との
比較検証

光課

款 項 目 担当係

Ｃ

文

　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト



振興係

10 5 1

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

平

　公募市民の合唱団と

成

市民を中心としたオー

２

ケストラが、
・法的業

８

務
普通

市民のために発

年

表する場を提供するこ

度

とは必要である。
必要

（

性 ・市民ニーズ、社会

平

需要
・市民生活上必要

成

である　など

　実行委

２

員会としても券売に努

７

めるなど、自費運営を

年

する
・コストの節減、

度

費用対効果
普通

努力を

評

している。
効率性 ・執

価

行体制の効率性
・手段

）

の最適性　など

　文化

刈

振興基本計画に定める

谷

音楽のあるまちづくり

市

の実現
・市が主体とな

事

って実施する
普通

に向

務

け、支援することは妥

事

当である。
妥当性 　べ

業

き事業であるか
・総合

評

計画との整合性　など

価

　文化振興基本計画に

シ

定める音楽のあるまち

ー

づくりの実現

施策への

ト

・施策への貢献度
普通

（

の一助となっている。

様

・目標達成度
貢献度 ・

式

市民サービスへの効果

２

　など

今後の方向性 □

）

拡充　■現状維持　□

会

改善・効率化　□縮小

計

　□終期設定　□休止

名

・廃止

・今後とも周年

担

事業として補助を行う

当

べきか検討を行う。

部 市民活

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　

動

Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧

部

　
評
　
価
　
∨

一般会計
第九交響曲演奏会開催補助事業

担当課 文化観光課

款 項 目 担当係 文化



0 5 1

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 200 0 合計 200,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 200,000 円

一般財源 0 0 200 0

職員人件費　② 0 0 705 0

総事業費（①＋②） 0 0 905 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

８

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 教育文

（

化

基本施策 文化・芸術

平

施策体系
施策の内容 活

成

動の支援体制の充実

目

２

　
　
　
的

　市民から公

７

募した短歌や俳句、川

年

柳の作品

主
た
る
内
容

　

度

市制施行65周年記念

評

として、短歌、俳句、

価

を選考の上表彰し、発

）

表を行う文芸祭の開催

刈

川柳による文芸祭の事

谷

業費に対して補助金を

市

を支援することにより

事

、市民の文芸への関心

務

交付する。
の向上と、

事

創作意欲の高揚を図る

業

。

位
置
づ
け

関連計画 刈

評

谷市文化振興基本計画

価

根拠法令

対象者 刈谷文

シ

化協会 事業期間 平成２

ー

７年度 ～ 平成２７年度

ト

実施方法 □直営　□委

（

託　□指定管理　■補

様

助・助成　□その他

式１）

会計名 担当部

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

市

２５年度実績 ２６年度

民

実績 ２７年度実績 ２８

活

年度計画

　 　 刈谷文芸

動

祭 　
　 　 ・展示 　
　 　

部

　　平成28年2月9

一

日～28日　 　
　 　 ・

般

場所 　
　　　――――

会

――― 　　　――――

計

――― 　　中央図書館

文

　　　―――――――

芸

・初めて小中高生を対

祭

象に短歌、俳句、川柳

開

の募集を行ったが、多

催

くの応募があり、広く

補

市民に短歌、俳句、川

助

柳に触れ

成果
てもらう

事

機会を提供できた。

・

業

今後も定期的に開催し

担

ていくことで、市民に

当

文芸に触れる機会を提

課

供できるが、文芸祭を

文

開催するための基盤づ

化

くりが

必要である。
課

観

題

指標名称（単位）
実

光

績値 目標値

２５年度 ２

課

６年度 ２７年度 ２８年

款

度 ３０年度

成果 応募作

項

品数（点） ― ― 12,

目

000 ― ―
指標
成果 応

担

募者数（人） ― ― 7,

当

000 ― ―
指標

安城市

係

では、文芸まつりを小

文

中学生の部と一般の部

化

に分けて実施している

振

。
他市との
比較検証

興係

1



5 1

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　小学生以

平

上を対象とした事業で

成

あり、広く日本文化に

２

触
・法的業務

高い
れる

８

機会を提供していく意

年

味においても、必要性

度

がある。
必要性 ・市民

（

ニーズ、社会需要
・市

平

民生活上必要である　

成

など

　文化振興指導員

２

が事務局を取りまとめ

７

ており、事業運営
・コ

年

ストの節減、費用対効

度

果
普通

や経理などが適

評

正に行われている。
効

価

率性 ・執行体制の効率

）

性
・手段の最適性　な

刈

ど

　文化活動団体を取

谷

りまとめる文化協会を

市

窓口に、市民が
・市が

事

主体となって実施する

務

普通
文化に触れる機会

事

を提供することを支援

業

していくことは妥
妥当

評

性 　べき事業であるか

価

当である。
・総合計画

シ

との整合性　など

　一

ー

般部門だけでなく、小

ト

学生から高校生まで広

（

く作品を

施策への ・施

様

策への貢献度
高い

募集

式

することで、市内の文

２

化振興に寄与した。
・

）

目標達成度
貢献度 ・市

会

民サービスへの効果　

計

など

今後の方向性 □拡

名

充　■現状維持　□改

担

善・効率化　□縮小　

当

□終期設定　□休止・

部

廃止

・5年ごとに実施

市

するなど、継続できる

民

方法を検討していく。

活動部

一

Ｃ
 
　
Ｈ
 

般

　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　

会

∧
　
評
　
価
　
∨

計
文芸祭開催補助事業

担当課 文化観光課

款 項 目 担当係 文化振興係

10



5

会の開催（1回） ・文

2

化庁ヒアリング（3回）
・文化庁ヒアリング（3回）

・建物基本設計を作成した。

成果
・建物実施設計業者と展示実施設計業者を指名競争入札により選定した。

・歴史博物館建設委員会を1回開催した他、有識者・関係団体へのヒアリングを適宜実施し、設計の参考にした。

・公開承認施設を目指し、文化庁へのヒアリングを3回実施した。

・文化庁へのヒアリング結果を反映させるため、建物実施設計と展示実施設計の完成が28年度に繰越となった。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ３０年度

活動 有識者や関係団体からなる委員会の開催数（回） 1 2 1 1 0
指標
活動
指標

・県内の公開承認施設　 7館
他市との ・県内の登録博物館数　33館
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 83 32,027 59,507 100,661 合計 59,507,174 円
報償費 59,220 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 13,300 旅費 120,800 円
委託料 59,327,154 円

一般財源 83 32,027 59,507 87,361

職員人件費　② 701 5,06

Ｄ

8 5,641 7,37

　

7

総事業費（①＋②）

　

784 37,095 6

　

5,148 108,0

Ｏ

38

建
設
事
業

全体事業

　

費（単位：千円） 3,

　

855,661 ２７年

∧

度特定財源名称

２７年

　

度までの累積事業費 1

　

00,145

２９年度

実

以降の事業費見込 3,

　

654,855

　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

８

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 教育文化

（

基本施策 歴史・文化財

平

施策体系
施策の内容 歴

成

史博物館の整備

目
　
　

２

　
的

　歴史、考古、民

７

俗などに関する資料を

年

収集

主
た
る
内
容

○26

度

年度：建物・展示基本

評

設計
し、貴重な文化的

価

遺産の散逸を防ぎ、後

）

世に ○27年度：建物

刈

基本設計（繰越）
残す

谷

とともに広く一般公開

市

し、歴史研究の一 　　

事

　　　建物・展示実施

務

設計
助とする。 ○28

事

年度：建物・展示実施

業

設計（繰越）
　また、

評

刈谷の祭りを紹介しな

価

がら実際に体 　　　　

シ

　建物工事
験できる施

ー

設とし、親しみやすさ

ト

と愛着、地 　　　　　

（

展示・収蔵庫棚設置
域

様

の魅力発信を兼ね備え

式

た施設とすることを ○

１

30年度開館予定
目指

）

す。

位
置
づ
け

関連計画

会

文化振興基本計画、歴

計

史博物館基本計画

根拠

名

法令 博物館法、公文書

担

館法、文化財保護法

対

当

象者 対象者を限定せず

部

事業期間 平成２２年度

市

～ 平成３０年度

実施方

民

法 ■直営　■委託　□

活

指定管理　□補助・助

動

成　□その他

部

一般会計
歴史博

Ｂ
　

物

事
　
業
　
実
　
績

２５年

館

度実績 ２６年度実績 ２

建

７年度実績 ２８年度計

設

画

・刈谷市歴史博物館

事

建設計画 ・プロポーザ

業

ルによる建物基 ・建物

担

基本設計の作成 ・建物

当

、展示実施設計の作成

課

　検討委員会の開催（

文

1回） 　本設計業者の

化

選定 　（繰越） 　（繰

観

越）
※「一般事務費事

光

業」にて実 ・建物基本

課

設計の作成 ・建物、展

款

示実施設計の作成 ・建

項

物工事
　施 ・展示基本

目

設計の作成 ・予定地ボ

担

ーリング調査の実 ・展

当

示・収蔵庫設置
・刈谷

係

市歴史博物館建設委員

文

　施 ・刈谷市歴史博物

化

館建設委員
　会の開催

財

（2回） ・刈谷市歴史

係

博物館建設委員 　会の

1

開催（1回）
・文化庁

0

ヒアリング（3回） 　



2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　現在の郷土

平

資料館は文化財の保存

成

・展示施設としては規

２

・法的業務
高い

模・設

８

備的に不十分であり建

年

設の必要がある。公文

度

書館・
必要性 ・市民ニ

（

ーズ、社会需要 展示・

平

埋蔵文化財センター・

成

祭り会館の各機能を一

２

体にし
・市民生活上必

７

要である　など た施設

年

とすることで、資料保

度

存と市内外への公開を

評

両立さ
せることができ

価

る。
　建物実施設計・

）

展示実施設計は、指名

刈

競争入札で設計業
・コ

谷

ストの節減、費用対効

市

果
普通

者を選定するこ

事

とで、コストを節減し

務

つつ最適な業者を選
効

事

率性 ・執行体制の効率

業

性 定することができた

評

。
・手段の最適性　な

価

ど

　市民の財産である

シ

文化財を多数保存する

ー

施設であること
・市が

ト

主体となって実施する

（

高い
から、市が主体と

様

なるべき事業である。

式

また市が主体とな
妥当

２

性 　べき事業であるか

）

ることで、設計に市民

会

などの意見を取り入れ

計

ることができ
・総合計

名

画との整合性　など る

担

。

　市民が気軽に立ち

当

寄れる歴史博物館を設

部

計することで、

施策へ

市

の ・施策への貢献度
高

民

い
郷土の歴史文化への

活

興味を喚起することが

動

できる。
・目標達成度

部

　また、公開承認施設

一

を目指すことで、国宝

般

や重要文化財
貢献度 ・

会

市民サービスへの効果

計

　など を見学出来る機

歴

会を増やし、市民の歴

史

史に対する関心に応
え

博

ることができる。

今後

物

の方向性 □拡充　■現

館

状維持　□改善・効率

建

化　□縮小　□終期設

設

定　□休止・廃止

・引

事

き続き利便性・機能性

業

・コストに配慮した建

担

物実施設計及び展示実

当

施設計を行い、早期着

課

工を目指す。
・公開承

文

認施設を目指すため、

化

引き続き文化庁等への

観

ヒアリングを行い、設

光

計に反映させる。

課

款 項 目

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ

担

 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　

当

評
　
価
　
∨

係 文化財係
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5

径」等パンフレットを

2

更に活用するとともに、ガイドボランティアとの連

携を一層活発化させていく必要がある。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ３０年度

活動 草刈・清掃等史跡管理回数（回） 12 12 12 12 12
指標
成果 刈谷の歴史に興味を持っている市民の割合（％） ― 37.9 ― 42.0 44.0
指標

西尾市　草刈・清掃等史跡管理回数（4回程度／年）
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 6,745 5,505 5,049 6,568 合計 5,049,310 円
旅費 160,830 円

財
　
源

特定財源 7 7 7 17 需用費 656,549 円
役務費 158,730 円

一般財源 6,738 5,498 5,042 6,551 委託料 4,007,664 円
使用料及び賃借料 9,287 円

職員人件費　② 1,613 704 783 532 備品購入費 6,250 円
負担金、補助及び

総事業費（①＋②） 8,358 6,209 5,832 7,100 交付金 50,000 円

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0 行政財産目

Ｄ

的外使用料

２９年度以

　

降の事業費見込 0

　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

８

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 教育文化

（

基本施策 歴史・文化財

平

施策体系
施策の内容 文

成

化財の保護・伝承・活

２

用

目
　
　
　
的

　文化財

７

の保護と整備を行い、

年

史跡等を適切

主
た
る
内

度

容

○史跡の維持管理及

評

び樹木剪定等の管理
に

価

管理する。また、文化

）

財を啓発普及するた ○

刈

「歴史の小径」「椎の

谷

木屋敷跡」他のパン
め

市

、「歴史の小径」の活

事

用を図り、市内外へ 　

務

フレット等の改訂・印

事

刷
向けて広報すること

業

で、文化財に対する興

評

味
関心を高める。

位
置

価

づ
け

関連計画 刈谷市文

シ

化振興基本計画

根拠法

ー

令 文化財保護法 

対象

ト

者 対象者を限定せず 事

（

業期間 ～

実施方法 ■直

様

営　■委託　□指定管

式

理　□補助・助成　□

１

その他

）

会計名 担当部 市

Ｂ
　
事
　
業

民

　
実
　
績

２５年度実績

活

２６年度実績 ２７年度

動

実績 ２８年度計画

・椎

部

の木屋敷跡他史跡管理

一

・椎の木屋敷跡他史跡

般

管理 ・椎の木屋敷跡他

会

史跡管理 ・椎の木屋敷

計

跡他史跡管理
・椎の木

文

屋敷跡門の修繕 ・歴史

化

の小径増刷 ・歴史の小

財

径増刷 ・歴史の小径増

保

刷
・歴史の小径増刷 ・

存

文化財保護審議会委員

整

県外 ・文化財保護審議

備

会委員県外 ・文化財保

事

護審議会委員県外
・文

業

化財保護審議会委員県

担

外 　研修（大和郡山市

当

・堺市・ 　研修（富岡

課

市・甘楽町・桐 　研修

文

（金沢市）
　研修(仙

化

台市・東京都北区)  

観

 津市）   生市） ・

光

歴史資料等の購入
・歴

課

史資料等の購入 ・歴史

款

資料等の購入 ・全国史

項

跡整備市町村協議会
・

目

歴史啓発ポスターの作

担

成 ・全国史跡整備市町

当

村協議会   参加
  

係

参加

・椎の木屋敷跡な

文

どの史跡の維持管理及

化

び高木剪定等を実施し

財

、良好な状態に保つこ

係

とができた。　

成果

・

1

文化財の啓発と周知を

0

図るため、「歴史の小



2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　文化財を保

平

護保存し後世へ伝えて

成

いくこの事業は、文化

２

・法的業務
高い

財保護

８

法に規定されている法

年

的業務である。
必要性

度

・市民ニーズ、社会需

（

要
・市民生活上必要で

平

ある　など

　史跡周辺

成

の植栽管理のため、造

２

園業者へ委託する。
・

７

コストの節減、費用対

年

効果
普通

　各種パンフ

度

レットは、印刷製本費

評

のコスト削減を目指し

価

効率性 ・執行体制の効

）

率性 ホームページ上か

刈

ら閲覧・印刷できるよ

谷

うにしている。
・手段

市

の最適性　など

　文化

事

財の適切な保護や保存

務

には、専門的な知識を

事

持つ学
・市が主体とな

業

って実施する
高い

芸員

評

や文化財保護審議会委

価

員などの経験や知識が

シ

必要にな
妥当性 　べき

ー

事業であるか る。
・総

ト

合計画との整合性　な

（

ど 　文化財の散逸や劣

様

化を防ぐため、一括管

式

理できる市が主
体とな

２

って行うのが最も望ま

）

しく妥当である。
　「

会

歴史の小径」を活用し

計

、文化財の啓発普及を

名

図ること

施策への ・施

担

策への貢献度
普通

で、

当

成果指標である「刈谷

部

の歴史に興味を持って

市

いる市民
・目標達成度

民

の割合」を増加させて

活

いくことができる。
貢

動

献度 ・市民サービスへ

部

の効果　など

今後の方

一

向性 □拡充　■現状維

般

持　■改善・効率化　

会

□縮小　□終期設定　

計

□休止・廃止

・文化財

文

は、現在適切に管理し

化

ており、現状維持を目

財

指すが、文化財の啓発

保

は、指標である「刈谷

存

の歴史に興味を持
って

整

いる市民の割合」が目

備

標に達していないため

事

、「歴史の小径」等の

業

パンフレットの活用や

担

ガイドボランティアと

当

の連携の強化を図る。

課 文化観

Ｃ
 
　
Ｈ
 

光

　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　

課

∧
　
評
　
価
　
∨

款 項 目 担当係 文化財係

10 5



係

伐採　16本
　　被害

1

木ラップ巻き　16本

0

・カキツバタ遺伝子調

5

査

・ナラ枯れ被害木の

2

伐採により、東側丘陵地の森に光が入るようになった。

成果
・カキツバタ開花期には、以前に比べ開花エリアに広がりが出て、花の数も増えてきたと来場者より評価を得た。

・小堤西池の水位について、文化庁及び保存対策調査委員会から意見を聞き、管理方法の適正化を図った。

・池の水源となる東側丘陵地に、その地下水を吸い上げてしまう竹が増殖しており、その速さが伐採処理を上回っている

ため、地下水の確保、水源の管理が課題となっている。
課題

・池及び東側丘陵地において外来種（動物・植物両方）が増加している。

指標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ３０年度

活動 ボランティア参加数（人） 149 199 209 200 200
指標
成果 見学者数（人） 7,390 14,478 7,628 7,800 8,000
指標

・知立市「史跡八橋かきつばたまつり」
他市との 　　見学者（平成27年　16万人程度）、保存会ボランティア参加数（平成27年　26人）
比較検証 ・豊橋市「葦毛湿原」

　　保存会ボランティア参加数（平成27年　延べ633人　冬季30日間程度）

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （

Ｄ

決算） （決算） （予算

　

） 事業費内訳

事業費　

　

① 6,006 6,82

　

5 6,527 6,61

Ｏ

4 合計 6,527,2

　

66 円
報償費 90,

　

000 円

財
　
源

特定

∧

財源 0 0 0 0 旅費 3,

　

400 円
需用費 42

　

0,400 円

一般財

実

源 6,006 6,82

　

5 6,527 6,61

　

4 委託料 6,013,

施

466 円

職員人件費

　

　② 1,964 1,9

　

71 2,507 2,4

∨

34

総事業費（①＋②） 7,970 8,796 9,034 9,048

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ

８

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 教

（

育文化

基本施策 歴史・

平

文化財
施策体系

施策の

成

内容 文化財の保護・伝

２

承・活用

目
　
　
　
的

　

７

国指定天然記念物であ

年

る小堤西池カキツバ

主

度

た
る
内
容

○保存対策調

評

査委員会において植生

価

調査・保
タ群落の保護

）

増殖を図るため、調査

刈

を含めた 　護対策を行

谷

う。
各種保護対策を実

市

施し、植生を適切な状

事

態に ○調査委員会の指

務

導に基づき、小堤西池

事

の水
保つ。 　質水位の

業

継続した調査を行う。

評

○カキツバタ保護増殖

価

のために池や東側丘陵

シ

　地の除草や清掃等の

ー

業務を行う。
○カキツ

ト

バタ開花期における、

（

駐車場案内等
　の警備

様

や案内の業務を行う。

式

位
置
づ
け

関連計画 小堤

１

西池カキツバタ群落保

）

存管理計画

根拠法令 文

会

化財保護法

対象者 対象

計

者を限定せず 事業期間

名

～

実施方法 ■直営　■

担

委託　□指定管理　□

当

補助・助成　■その他

部 市民活動部

一般会

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

計

績

２５年度実績 ２６年

国

度実績 ２７年度実績 ２

指

８年度計画

・保存対策

定

調査委員会開催　 ・保

文

存対策調査委員会開催

化

　 ・保存対策調査委員

財

会開催　 ・保存対策調

保

査委員会開催　
　2回

護

　2回 　2回 　2回
・

増

水質調査　月1回 ・水

殖

質調査　月1回 ・水質

事

調査　月1回 ・水質調

業

査　月1回
・水位調査

担

　月1回程度 ・水位調

当

査　月1回程度 ・水位

課

調査　月1回程度 ・水

文

位調査　月1回程度
・

化

除草、清掃作業　6日

観

間 ・除草、清掃作業　

光

6日間 ・除草、清掃作

課

業　6日間 ・除草、清

款

掃作業　6日間
・ナラ

項

枯れ被害木等処理 ・ナ

目

ラ枯れ被害木等処理 ・

担

ナラ枯れ被害木等処理

当

・ナラ枯れ被害木等処

係

理
　　被害木伐採　2

文

2本 　　被害木伐採　

化

26本 　　被害木伐採

財

　15本　 　　被害木



1

策調査委員会や守る会

0

と対策を協議していく

5

。

2

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　文化

平

財保護法において、国

成

指定天然記念物の保護

２

は法的
・法的業務

高い

８

業務である。
必要性 ・

年

市民ニーズ、社会需要

度

　また、毎年5月の開

（

花時期には多くの鑑賞

平

者が訪れること
・市民

成

生活上必要である　な

２

ど から市民ニーズも高

７

い。

　地元有志による

年

守る会に委託する体制

度

を取っており、直
・コ

評

ストの節減、費用対効

価

果
普通

営で実施するよ

）

りもコストが節減でき

刈

、継続的かつ効果的
効

谷

率性 ・執行体制の効率

市

性 な保護活動が可能で

事

ある。市民協働の点か

務

らも手段は最適
・手段

事

の最適性　など である

業

。

　国指定の文化財で

評

あるので、国、県との

価

調整が必要であ
・市が

シ

主体となって実施する

ー

高い
るとともに、調査

ト

委員会、守る会との連

（

携も必要であるた
妥当

様

性 　べき事業であるか

式

め、市が主体となって

２

実施すべき事業である

）

。また総合計
・総合計

会

画との整合性　など 画

計

でも、カキツバタ群落

名

の保存を掲げており、

担

本事業の実
施は妥当で

当

ある。
　「小堤西池の

部

カキツバタを守る会」

市

等の市民が保護活動

施

民

策への ・施策への貢献

活

度
普通

に主体的に関わ

動

ることで、環境保護の

部

意識向上に繋がって
・

一

目標達成度 いる。
貢献

般

度 ・市民サービスへの

会

効果　など

今後の方向

計

性 □拡充　□現状維持

国

　■改善・効率化　□

指

縮小　□終期設定　□

定

休止・廃止

・保存対策

文

調査委員会による調査

化

・研究の成果をカキツ

財

バタ群落の保護施策に

保

反映するとともに、地

護

域住民によって
組織さ

増

れる守る会及びボラン

殖

ティアと一体となって

事

保護事業を継続する。

業

・より多くの人に国指

担

定天然記念物を見学し

当

ていただくとともに、

課

環境保護活動の意識向

文

上が図れるよう、豊富

化

な自
然環境が維持され

観

ていることの啓発を今

光

後も推進する。
・「小

課

堤西池カキツバタ群落

款

保存管理計画」に基づ

項

き、取り決めた各関係

目

機関における体制・役

担

割分担を守り、連携
を

当

強化していくことで、

係

群落の保護保全に努め

文

るとともに東側丘陵地

化

の回復を図る。
・池の

財

水源確保や外来種の増

係

加に対しては、保存対



化

イド依頼は一定数ある

財

が、市内の方からのガ

係

イドの依頼数が減少傾

1

向にある。

・鉄道会社

0

企画のウォーキングラ

5

リーやフローラルガー

2

デンよさみでのイベントと、ガイドボランティアとの連携が課題
課題

である。

指標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ３０年度

活動 ガイドボランティア会員数（人） 46 43 45 45 47
指標
成果 ガイド申込者数（人） 3,300 3,000 3,112 3,150 3,200
指標

依佐美送信所記念館と同じく産業をテーマとしている豊田市産業とくらし発見館においては、ボランティア
他市との によるガイドは実施していない。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 464 170 243 145 合計 242,560 円
需用費 142,560 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 委託料 100,000 円

一般財源 464 170 243 145

職員人件費　② 351 352 235 228

総事業費（①＋②） 815 522 478 373

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　

８

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 歴

平

史・文化財
施策体系

施

成

策の内容 文化財の保護

２

・伝承・活用

目
　
　
　

７

的

　市内外の来館者に

年

依佐美送信所の歴史と

度

展

主
た
る
内
容

　機器説

評

明等、館内ガイド業務

価

の実施
示機器の機能や

）

構造を学ぶ機会を提供

刈

し、無
線通信への親し

谷

みと理解を深め、貴重

市

な産業
遺産としての価

事

値を後世に伝える。

位

務

置
づ
け

関連計画 刈谷市

事

文化振興基本計画

根拠

業

法令  

対象者 対象者を

評

限定せず 事業期間 平成

価

２０年度 ～

実施方法 □

シ

直営　■委託　□指定

ー

管理　□補助・助成　

ト

□その他

（様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　

担

業
　
実
　
績

２５年度実

当

績 ２６年度実績 ２７年

部

度実績 ２８年度計画

・

市

ガイドボランティアに

民

よる ・ガイドボランテ

活

ィアによる ・ガイドボ

動

ランティアによる ・ガ

部

イドボランティアによ

一

る
　館内ガイドの実施

般

　館内ガイドの実施 　

会

館内ガイドの実施 　館

計

内ガイドの実施
・入館

依

者数　30,849人

佐

・入館者数　32,2

美

55人 ・入館者数　3

送

7,924人 ・入館者

信

数　約35,000人

所

・ボランティアガイド

記

・ボランティアガイド

念

・ボランティアガイド

館

・ボランティアガイド

ガ

　130件  3,3

イ

00人   114件　

ド

3,000人   13

事

2件　3,112人  

業

 130件　3,15

担

0人
 

・記念館には無

当

線通信に詳しい方もそ

課

うでない方も来館され

文

るが、ガイドがあるこ

化

とでそのどちらにも対

観

応することがで

成果
き

光

好評価を得ている。広

課

報物等の取材、市内中

款

学生の調べ学習にも対

項

応した。

・また県外か

目

らは、ツアー客を含め

担

多くの来館者を集め、

当

刈谷の魅力のアピール

係

に繋げることができた

文

。

・他市町村からのガ



財係

Ｃ
 
　

1

Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ

0

 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

5 2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　

平

「依佐美の鉄塔」が建

成

っていた当時を記憶し

２

ている市民
・法的業務

８

普通
も多く、送信所で

年

どのようなことが行わ

度

れていたのかを説
必要

（

性 ・市民ニーズ、社会

平

需要 明することで、刈

成

谷の歴史に対する理解

２

を深める。
・市民生活

７

上必要である　など 　

年

ガイドボランティアと

度

協働することで、地域

評

からも愛さ
れる記念館

価

運営となっている。
　

）

ガイドボランティアの

刈

会に委託することで、

谷

最小コスト
・コストの

市

節減、費用対効果
高い

事

によるガイド事業を実

務

施している。
効率性 ・

事

執行体制の効率性 　ガ

業

イド事業の計画や反省

評

もガイドボランティア

価

の会自身
・手段の最適

シ

性　など が行っており

ー

、業者委託や直営より

ト

も効率的な運営が行わ

（

れている。
　依佐美送

様

信所記念館の施設管理

式

は、指定管理者によっ

２

て
・市が主体となって

）

実施する
普通

行われて

会

いるが、ガイド事業は

計

専門性が求められるこ

名

とか
妥当性 　べき事業

担

であるか ら、指定管理

当

者による運営は難しい

部

。自主的に活動してい

市

・総合計画との整合性

民

　など るボランティア

活

に対し、ガイドを委託

動

する体制は有効であ
る

部

。
　依佐美送信所記念

一

館は、開館以来多くの

般

賞を受賞してい

施策へ

会

の ・施策への貢献度
高

計

い
る。そのため市外・

依

県外からの来館者も多

佐

く、機械ではな
・目標

美

達成度 く人による案内

送

があることで刈谷の貴

信

重な文化資源のＰＲ
貢

所

献度 ・市民サービスへ

記

の効果　など が効果的

念

に行われ、刈谷市の知

館

名度向上に繋がってい

ガ

る。

今後の方向性 □拡

イ

充　■現状維持　□改

ド

善・効率化　□縮小　

事

□終期設定　□休止・

業

廃止

・現在は、依佐美

担

送信所に詳しい方がボ

当

ランティアとして在籍

課

しているため、当時の

文

記憶がガイドに活かさ

化

れている
が、解体から

観

歳月が経つにつれ記憶

光

が風化していくことか

課

ら、資料化して伝えて

款

いくなどの取組が必要

項

である。
・平成29年

目

度には開館から10年

担

が経過するため、ハー

当

ド面の再整備も部分的

係

に必要となってきてい

文

る。

化



5

偉人について広く伝え

2

ることができた。

成果
・総合式典で広く紹介するとともに、庁舎や総合文化センターなど集客のある施設やＹｏｕＴｕｂｅ、市内外のイベント

でダイジェスト版を放映するなどＰＲしたことで、市内外からの問い合わせが増加した。

・刈谷偉人小伝を2作品作成することにより、平成30年度に開館予定の博物館に向け展示、準備を整えることができた。

・これまで作成した6作品の販売数が伸び悩んでおり、今後更に市内外に刈谷の偉人を啓発していくうえでの検討課題で

ある。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ３０年度

成果 頒布部数（部） 278 512 159 100 100
指標
活動 刈谷のＰＲのため、ＤＶＤを会議等の場での活用・ 25 28 11 10 10
指標 広報した回数（回）

・郷土の偉人・文化人等を紹介するアニメＤＶＤを作成している近隣市として、その事業実施方法、レベル
他市との 及び作成費用等を検証し、参考とした。
比較検証 ・検証先・・・豊田市視聴覚ライブラリー『とよたの人物記』

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 6,544 7,760 4

Ｄ

,333 10,787

　

合計 4,332,51

　

2 円
需用費 622,

　

512 円

財
　
源

特定

Ｏ

財源 219 406 4,

　

159 100 委託料 3

　

,710,000 円

∧

一般財源 6,325 7

　

,354 174 10,

　

687

職員人件費　②

実

2,104 2,041

　

2,037 2,281

　

総事業費（①＋②） 8

施

,648 9,801 6

　

,370 13,068

　

建
設
事
業

全体事業費（

∨

単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0 冊子等頒布収入
地域活性化・地域住民生活等

２９年度以降の事業費見込 0 緊急支援交付金（国）

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

８

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 教育文化

（

基本施策 歴史・文化財

平

施策体系
施策の内容 歴

成

史の啓発

目
　
　
　
的

　

２

刈谷市にゆかりのある

７

人物や祭りを広く市

主

年

た
る
内
容

○刈谷偉人伝

度

の作成
内外に紹介し、

評

顕彰する。計画中であ

価

る歴史 ○刈谷偉人小伝

）

の作成
博物館での活用

刈

や、小中学生の歴史教

谷

材とし ○刈谷偉人伝紙

市

芝居の作成
てなど様々

事

な分野で、刈谷市の歴

務

史文化や魅 ○刈谷の祭

事

り映像の作成
力をＰＲ

業

することができる啓発

評

促進手段の一
つとする

価

。

位
置
づ
け

関連計画 刈

シ

谷市歴史博物館基本計

ー

画、刈谷市文化振興基

ト

本計画

根拠法令

対象者

（

対象者を限定せず 事業

様

期間 平成２０年度 ～ 平

式

成２９年度

実施方法 □

１

直営　■委託　□指定

）

管理　□補助・助成　

会

□その他

計名 担当部 市民活

Ｂ
　
事
　

動

業
　
実
　
績

２５年度実

部

績 ２６年度実績 ２７年

一

度実績 ２８年度計画

・

般

第5作目『刈谷に夢を

会

かけた・第6作目『徳

計

川家康の生母・・『徳

刈

川家康の生母・於大』

谷

・偉人小伝『三家老事

偉

件』　
　豊田佐吉と喜

人

一郎』作成 　於大』作

伝

成 　の頒布開始及び増

作

版 　『大野定、介蔵、

成

一造』の
・『森銑三と

事

森三郎兄弟』の ・『刈

業

谷に夢をかけた豊田佐

担

・偉人小伝『松平定政

当

』『大 　作成
　頒布開

課

始 　吉と喜一郎』の頒

文

布開始 　中肇』の作成

化

・『徳川家康の生母・

観

於大』
・『初代刈谷藩

光

主水野勝成物 ・『フェ

課

ライトの父加藤与五 ・

款

『豊田佐吉と喜一郎』

項

の紙 　の紙芝居の作成

目

　語』の増版 　郎』と

担

『刈谷に夢をかけた 　

当

芝居の作成 ・刈谷の祭

係

り映像の作成
　豊田佐

文

吉と喜一郎』の増版
・

化

『水野勝成物語』の紙

財

芝居 
　作成

・紙芝居

係

を幼稚園・保育園、小

1

学校等に配付した結果

0

、子どもたちに刈谷の



2

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　「歴史の小

平

径」などの配布数を見

成

ても、郷土の歴史に対

２

・法的業務
普通

する関

８

心は高く、郷土の偉人

年

を顕彰する事業はニー

度

ズがあ
必要性 ・市民ニ

（

ーズ、社会需要 る。
・

平

市民生活上必要である

成

　など 　小中学校に配

２

付し教育的利用を促す

７

ことで、郷土学習に
も

年

役立っている。
　偉人

度

小伝は2作品を同時進

評

行で作成することで、

価

取材・撮
・コストの節

）

減、費用対効果
普通

影

刈

・音入れ等にかかるコ

谷

ストや時間を節減する

市

ことができ
効率性 ・執

事

行体制の効率性 た。
・

務

手段の最適性　など

　

事

市で版権を持ち、小中

業

学校に積極的な活用を

評

促すことに
・市が主体

価

となって実施する
普通

シ

より、教育的効果が期

ー

待できる。
妥当性 　べ

ト

き事業であるか 　郷土

（

の歴史に対する認知度

様

の向上のため、図書館

式

等の施
・総合計画との

２

整合性　など 設でのＤ

）

ＶＤの公開・貸出や市

会

の行事等に活用するこ

計

とで
普及を図ることが

名

できる。
　平成27年

担

度は、偉人伝再生機の

当

設置など刈谷の魅力発

部

信

施策への ・施策への

市

貢献度
高い

事業関連の

民

各種イベント等で上映

活

し、幅広い世代の市民

動

の
・目標達成度 目に触

部

れる機会を創出した。

一

貢献度 ・市民サービス

般

への効果　など 　郷土

会

の偉人を通して歴史文

計

化を啓発することで、

刈

郷土愛
の育成に寄与す

谷

ることができた。

今後

偉

の方向性 □拡充　■現

人

状維持　□改善・効率

伝

化　□縮小　■終期設

作

定　□休止・廃止

・刈

成

谷偉人伝映像は全巻販

事

売を行って郷土の歴史

業

・文化の啓発促進を図

担

るほか、刈谷の祭映像

当

を作成し、平成30年

課

度
開館予定の歴史博物

文

館のデジタルミュージ

化

アムでの活用など、歴

観

史博物館での利用を考

光

えていく。
・全6作品

課

を作成する刈谷偉人小

款

伝では、平成28年度

項

に『三家老事件』『大

目

野定、介蔵、一造』の

担

2作品を作成し、刈
谷

当

偉人伝同様に歴史博物

係

館での利用を考えてい

文

く。
・刈谷偉人伝ＤＶ

化

Ｄの『徳川家康の生母

財

・於大』を紙芝居で作

係

成し、市内幼稚園・保

1

育園、小学校等に配付

0

し、幼少
期からの郷土

5

愛の育成を図る。



1

歴史についてＰＲする

2

とともに、両市村の友好市町

村としての結びつきを再認識してもらうことができた。

・東吉野村では参加者の募集に苦慮したようであり、今後事業の実施方法などについて検討する必要がある。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ３０年度

活動 ＰＲブース出展回数（回） ― 7 7 7 7
指標
成果 刈谷の歴史に興味をもっている市民の割合（％） ― 37.9 ― 42.0 44.0
指標

築城と郷土の歴史や文化の啓発を目的とした事業
他市との ・織田信長公小牧山城築城450年（愛知県小牧市　平成24年度～25年度で実施）
比較検証 ・佐倉・城下町400年記念事業　（千葉県佐倉市　平成22年度～29年度で実施）

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 3,810 8,630 5,684 合計 8,629,862 円
需用費 62,310 円

財
　
源

特定財源 0 0 4,644 0 役務費 18,704 円
委託料 3,864,780 円

一般財源 0 3,810 3,986 5,684 備品購入費 4,644,000 円
負担金、補助及び

職員人件費　② 0 5,068 5,288 4,7

Ｄ

15 交付金 40,06

　

8 円

総事業費（①＋

　

②） 0 8,878 13

　

,918 10,399

Ｏ

建
設
事
業

全体事業費（

　

単位：千円） 0 ２７年

　

度特定財源名称

２７年

∧

度までの累積事業費 0

　

地域活性化・地域住民

　

生活等
緊急支援交付金

実

（国）

２９年度以降の

　

事業費見込 0

　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

８

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 教育文化

（

基本施策 歴史・文化財

平

施策体系
施策の内容 歴

成

史の啓発

目
　
　
　
的

　

２

刈谷が持つ地域資源の

７

魅力を市内外へ発信

主

年

た
る
内
容

○東吉野村ウ

度

ォーキング
し、住みた

評

い、住み続けたい、訪

価

れてみたい 　　刈谷市

）

民が、東吉野村内の天

刈

誅組に関す
まちを目指

谷

し、定住人口の増加へ

市

繋げる。 　る史跡をた

事

どる。
○刈谷市史跡め

務

ぐり
　　東吉野村民が

事

、刈谷城及び刈谷市内

業

の天
　誅組に関する史

評

跡をたどる。
○歴史文

価

化のＰＲ　
　　刈谷の

シ

歴史文化を紹介するＰ

ー

Ｒブースを
　運営する

ト

。

位
置
づ
け

関連計画 刈

（

谷市文化振興基本計画

様

根拠法令 文化芸術振興

式

基本法

対象者 対象者を

１

限定せず 事業期間 平成

）

２６年度 ～

実施方法 ■

会

直営　■委託　□指定

計

管理　□補助・助成　

名

□その他

担当部 市民活動部

Ｂ
　
事
　

一

業
　
実
　
績

２５年度実

般

績 ２６年度実績 ２７年

会

度実績 ２８年度計画

　

計

・歴史スタンプラリー

刈

の開催 ・歴史ガイドブ

谷

ックの作製 ・ＰＲブー

の

スの出展
　 ・ＰＲ用物

魅

品の作製、活用 ・ＰＲ

力

用物品の作製、活用 ・

発

東吉野村ウォーキング

信

の開
　 ・イベントへの

事

出展 ・ＰＲブースの出

業

展 　催
　 　（ブース出

担

展回数 7回） 　（ブ

当

ース出展回数 7回）

課

　　　―――――――

文

・キャッチフレーズの

化

制定、 ・刈谷市史跡め

観

ぐりの開催　
  ＰＲ

光

のぼり作製・設置 　（

課

参加者数 34人）
・

款

歴史の小径冊子の作製

項

・配 ・偉人伝再生機の

目

設置
  付 　（4箇所

担

）

・主要なイベントで

当

ＰＲブースを出展し、

係

啓発グッズを配布する

文

ことで、市外の人たち

化

にも刈谷の歴史や文化

振

をＰＲでき

成果
た。

・

興

刈谷市史跡めぐりを開

係

催することで、参加者

2

の東吉野村民に刈谷の



2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　刈谷の魅力

平

的な歴史文化を啓発す

成

ることで、市民に郷土

２

・法的業務
普通

の歴史

８

に誇りをもってもらい

年

、刈谷に住み続けたい

度

という
必要性 ・市民ニ

（

ーズ、社会需要 気持ち

平

の醸成を図ることが出

成

来た。
・市民生活上必

２

要である　など

　ＰＲ

７

ブース用ミニゲームを

年

組み立て式で作製し持

度

ち運び
・コストの節減

評

、費用対効果
普通

しや

価

すくすることで、様々

）

な場所でブース出展が

刈

できるよ
効率性 ・執行

谷

体制の効率性 うにする

市

など、使いやすさを重

事

視した。
・手段の最適

務

性　など

　本市に残さ

事

れている歴史的な文化

業

財を後世に継承するた

評

・市が主体となって実

価

施する
高い

め、市が主

シ

体となって歴史文化に

ー

関するＰＲをすること

ト

は
妥当性 　べき事業で

（

あるか 重要である。
・

様

総合計画との整合性　

式

など

　歴史文化を継承

２

するうえで、ゆかりの

）

自治体との交流も

施策

会

への ・施策への貢献度

計

高い
重要であり、刈谷

名

城や天誅組等に対する

担

市民の認知度も高
・目

当

標達成度 まっている。

部

貢献度 ・市民サービス

市

への効果　など

今後の

民

方向性 □拡充　■現状

活

維持　□改善・効率化

動

　□縮小　□終期設定

部

　□休止・廃止

・今後

一

、歴史博物館や亀城公

般

園再整備にあわせた歴

会

史的建造物の建設に向

計

けて、刈谷市の歴史文

刈

化を一層ＰＲしてい
く

谷

。

の魅力

Ｃ
 
　
Ｈ

発

 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 

信

　
∧
　
評
　
価
　
∨

事業
担当課 文化観光課

款 項 目 担当係 文化振興係

2 1



5

業費　① 0 0 265 0

1

合計 265,344 円
報償費 50,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 需用費 160,164 円
役務費 41,580 円

一般財源 0 0 265 0 使用料及び賃借料 13,600 円

職員人件費　② 0 0 1,645 0

総事業費（①＋②） 0 0 1,910 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

８

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 教育文化

（

基本施策 歴史・文化財

平

施策体系
施策の内容 歴

成

史の啓発

目
　
　
　
的

　

２

本市の歴史についての

７

検定を行うことで、

主

年

た
る
内
容

　市制施行6

度

5周年記念として、刈

評

谷の歴史を
市民が郷土

価

の歴史を学ぶことへの

）

意欲向上を テーマとし

刈

た検定を開催する。
図

谷

る。 　

位
置
づ
け

関連計

市

画 刈谷市文化振興基本

事

計画

根拠法令

対象者 対

務

象者を限定せず 事業期

事

間 平成２７年度 ～ 平成

業

２７年度

実施方法 ■直

評

営　□委託　□指定管

価

理　□補助・助成　□

シ

その他

ート （様式１）

会

Ｂ
　
事
　
業

計

　
実
　
績

２５年度実績

名

２６年度実績 ２７年度

担

実績 ２８年度計画

　 　

当

・開催日 　平成27

部

年12月13日　
　 　

市

・開催場所 総合文化

民

センター　
　 　 　
　 　

活

　
　　　――――――

動

― 　　　――――――

部

― 　　　――――――

一

―

・参加者の65％が

般

機会があればまた受験

会

したいと回答しており

計

、市民が刈谷の歴史を

刈

学ぶきっかけとするこ

谷

とができた。

成果

・受

歴

験料を無料としたが当

史

初の想定より申込者数

検

が伸び悩んだ。

課題

指

定

標名称（単位）
実績値

事

目標値

２５年度 ２６年

業

度 ２７年度 ２８年度 ３

担

０年度

成果 検定受験者

当

数（人） ― ― 34 ― ―

課

指標

指標
刈谷の歴史に

文

絞った事業であるため

化

、他市で開催している

観

検定とは比較が困難で

光

ある。
他市との
比較検

課

証

款 項 目 担当係 文化

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　

振

ス
　
ト

単位：千円
２５

興

年度 ２６年度 ２７年度

係

２８年度 ２７年度

（決

1

算） （決算） （決算）

0

（予算） 事業費内訳

事



1

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　本事業を実

平

施することで、市民が

成

刈谷の歴史について学

２

・法的業務
高い

び、再

８

認識するきっかけ作り

年

となり、郷土愛の醸成

度

につな
必要性 ・市民ニ

（

ーズ、社会需要 がった

平

。
・市民生活上必要で

成

ある　など

　歴史の小

２

径などの既存の資料を

７

事前配付資料として活

年

用
・コストの節減、費

度

用対効果
普通

すること

評

により、コストを削減

価

することができた。
効

）

率性 ・執行体制の効率

刈

性
・手段の最適性　な

谷

ど

　本事業を実施する

市

ことで、総合計画で掲

事

げている歴史の
・市が

務

主体となって実施する

事

高い
啓発を推進するこ

業

とができた。
妥当性 　

評

べき事業であるか
・総

価

合計画との整合性　な

シ

ど

　歴史に興味関心の

ー

ある市民にとっての意

ト

欲向上の機会と

施策へ

（

の ・施策への貢献度
普

様

通
なった。

・目標達成

式

度
貢献度 ・市民サービ

２

スへの効果　など

今後

）

の方向性 □拡充　□現

会

状維持　□改善・効率

計

化　□縮小　□終期設

名

定　■休止・廃止

・単

担

年度事業として実施し

当

たが、将来的には再度

部

開催することも検討し

市

ていく。

民活動

Ｃ

部

 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 

一

　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　

般

∨

会計
刈谷歴史検定事業

担当課 文化観光課

款 項 目 担当係 文化振興係

10 5



2

り充実した情報発信やサービスの提供を行うため、仮設建物での運用の見直しを検討する必要がある。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ３０年度

成果 オアシス館刈谷来場者数（人） 601,100 626,300 779,700 780,000 800,000
指標
成果 観光案内所来場者数（人） 4,700 12,007 15,258 16,000 17,000
指標

・他市に類似の施設がないため比較できない。
他市との ・近隣市では、岡崎市、西尾市、安城市、高浜市が観光案内所を設置している。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 119 4,388 771 1,076 合計 770,580 円
需用費 101,844 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 使用料及び賃借料 668,736 円

一般財源 119 4,388 771 1,076

職員人件費　② 701 1,056 1,959 2,662

総事業費（①＋②） 820 5,444 2,730 3,738

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

８

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 産業振興

基

（

本施策 観光
施策体系

施

平

策の内容 「ふるさと刈

成

谷」の魅力向上と発信

２

目
　
　
　
的

　刈谷市及

７

び衣浦定住自立圏域市

年

町の観光情

主
た
る
内
容

度

　オアシス館刈谷の展

評

示物品の変更や修繕及

価

報発信拠点として、刈

）

谷ハイウェイオアシス

刈

び管理を行う。
内にあ

谷

るオアシス館刈谷を充

市

実させる。 　刈谷駅前

事

観光案内所の管理を行

務

う。
　また、刈谷駅前

事

観光案内所においては

業

、観
光客やビジネス客

評

への総合的な案内と観

価

光情
報の紹介、自転車

シ

の無料レンタル等を行

ー

い、
本市をＰＲすると

ト

ともに、観光客の増加

（

を図
る。

位
置
づ
け

関連

様

計画 第2次刈谷市観光

式

推進基本計画

根拠法令

１

 

対象者 対象者を限定

）

せず 事業期間 平成１６

会

年度 ～

実施方法 ■直営

計

　□委託　□指定管理

名

　□補助・助成　□そ

担

の他

当部 市民活動部

一

Ｂ
　
事
　
業
　

般

実
　
績

２５年度実績 ２

会

６年度実績 ２７年度実

計

績 ２８年度計画

・ＰＣ

観

、映像機器等修繕 ・展

光

示用器具修繕 ・展示用

Ｐ

器具修繕 ・展示用器具

Ｒ

修繕
・観光案内所仮設

施

建物借上 ・観光案内所

設

仮設建物借上 ・観光案

管

内所仮設建物借上

・オ

理

アシス館刈谷の管理を

事

適正に実施することに

業

より、刈谷ハイウェイ

担

オアシスの多くの人に

当

対し、刈谷市を含む衣

課

浦定

成果
住自立圏域市

文

町の観光情報を積極的

化

に発信することができ

観

た。

・刈谷駅北口広場

光

に観光案内所を設置し

課

、市内及び定住自立圏

款

域の観光案内、みやげ

項

品の販売、レンタサイ

目

クル及び超小

型ＥＶの

担

貸し出しサービス等を

当

提供することができた

係

。

・オアシス館刈谷は

観

多くの来場者に対し効

光

果的な情報発信を行う

係

ためにも、定期的なリ

7

ニューアルが必要であ

1

る。

・観光案内所はよ



。

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　刈谷ハイウェ

平

イオアシスは、市内外

成

から多くの観光客が
・

２

法的業務
高い

訪れるこ

８

とから、オアシス館刈

年

谷の展示内容の充実は

度

、衣
必要性 ・市民ニー

（

ズ、社会需要 浦定住自

平

立圏域市町の情報発信

成

に寄与し、観光振興の

２

ため
・市民生活上必要

７

である　など に必要で

年

ある。また、乗降客数

度

の多い刈谷駅前でおも

評

てな
しを行う観光案内

価

所も同様である。
　施

）

設の管理運営を刈谷ハ

刈

イウェイオアシス内で

谷

一括して
・コストの節

市

減、費用対効果
普通

行

事

うことにより、事業運

務

営と展示内容の更新等

事

をそれぞれ
効率性 ・執

業

行体制の効率性 効率的

評

に実施できる体制が整

価

っている。
・手段の最

シ

適性　など 　また、観

ー

光案内所は、観光協会

ト

と役割を分担して取り

（

組
むことにより最適な

様

設置・運営体制を実現

式

している。
　地域の活

２

性化のためには、観光

）

振興が必要であり、市

会

全
・市が主体となって

計

実施する
高い

体の魅力

名

を発信するための環境

担

整備は、行政がその役

当

割を
妥当性 　べき事業

部

であるか 果たすことが

市

妥当である。
・総合計

民

画との整合性　など

　

活

オアシス館刈谷は県内

動

有数の観光客数を誇る

部

刈谷ハイウ

施策への ・

一

施策への貢献度
高い

ェ

般

イオアシス内という立

会

地により、広く効果的

計

に情報発信
・目標達成

観

度 を行うことができ、

光

施策に貢献している。

Ｐ

貢献度 ・市民サービス

Ｒ

への効果　など 　また

施

、乗降客数の多い刈谷

設

駅前で情報発信等に取

管

り組む
観光案内所も同

理

様である。

今後の方向

事

性 □拡充　■現状維持

業

　□改善・効率化　□

担

縮小　□終期設定　□

当

休止・廃止

・衣浦定住

課

自立圏域市町と連携し

文

、オアシス館刈谷を積

化

極的に活用するととも

観

に、効果的な情報発信

光

のため、オアシ
ス館刈

課

谷の展示内容の充実及

款

び定期的な更新を行う

項

。
・本市の玄関口であ

目

る刈谷駅周辺において

担

、観光客やビジネス客

当

等を温かくもてなし、

係

快適に過ごしてもらえ

観

るサー
ビスを提供する

光

とともに、集約される

係

観光情報等を有効活用

7

して、本市の魅力を発

1

信するため、引き続き

2

観光案内所
を運営する



の実施機関として大きな役割を果たしている。

成果

・祭りやイベントの実施機関としての役割だけでなく、今後は観光資源の発掘やＰＲの面でも推進する必要がある。

・各種関連団体との連携を強化するともに、役割の明確化を図る必要がある。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ３０年度

成果 主催・共催事業来場者数（人） 409,590 382,138 424,004 370,000 400,000
指標

 
指標

観光協会が主催するイベントの多さから、補助金額が県内他市町村に比較して多くなっている。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 85,626 113,501 124,003 124,368 合計 124,003,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 124,003,000 円

一般財源 85,626 113,501 124,003 124,368

職員人件費　② 1,403 2,816 3,917 4,563

総事業費（①＋②） 87,029 116,317 127,920

Ｄ

128,931

建
設
事

　

業

全体事業費（単位：

　

千円） 0 ２７年度特定

　

財源名称

２７年度まで

Ｏ

の累積事業費 0

２９年

　

度以降の事業費見込 0

　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

８

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 産業振興

基本施

（

策 観光
施策体系

施策の

平

内容 「ふるさと刈谷」

成

の魅力向上と発信

目
　

２

　
　
的

　刈谷市観光協

７

会への補助を通し、観

年

光資源

主
た
る
内
容

　刈

度

谷市観光協会が行う観

評

光事業の経費を補
の発

価

掘やＰＲ、祭りやイベ

）

ントを開催し、観 助す

刈

る。
光の振興による市

谷

の活性化を目指す。

位

市

置
づ
け

関連計画 第2次

事

刈谷市観光推進基本計

務

画

根拠法令  

対象者 刈

事

谷市観光協会 事業期間

業

平成１０年度 ～

実施方

評

法 □直営　□委託　□

価

指定管理　■補助・助

シ

成　□その他

ート （様式１）

会

Ｂ
　

計

事
　
業
　
実
　
績

２５年

名

度実績 ２６年度実績 ２

担

７年度実績 ２８年度計

当

画

・主催、共催事業 ・

部

主催、共催事業 ・主催

市

、共催事業 ・主催、共

民

催事業
　　桜まつり、

活

大名行列・山 　　桜ま

動

つり、万燈祭、わん 　

部

　桜まつり、大名行列

一

・山 　　桜まつり、西

般

三河フォー
　　車祭、

会

万燈祭、わんさか 　　

計

さか祭り、きぬうら☆

観

う 　　車祭、万燈祭、

光

わんさか 　　クジャン

協

ボリー、万燈祭､
　　

会

祭り、ＫＡＲＩＹＡ洲

補

原 　　らら音楽祭、刈

助

谷アニメ 　　祭り、き

事

ぬうら☆うらら 　　わ

業

んさか祭り、刈谷アニ

担

　　音楽祭、刈谷アニ

当

メｃｏ 　　ｃｏｌｌｅ

課

ｃｔｉｏｎ、 　　音楽

文

祭、刈谷アニメｃｏ 　

化

　メｃｏｌｌｅｃｔｉ

観

ｏｎ､
　　ｌｌｅｃｔ

光

ｉｏｎ、野田 　　野田

課

雨乞笠おどり、わた 　

款

　ｌｌｅｃｔｉｏｎ、

項

野田 　　野田雨乞笠お

目

どり、わた
　　雨乞笠

担

おどり、わたしの 　　

当

しの刈谷展 　　雨乞笠

係

おどり、わたしの 　　

観

しの刈谷展
　　刈谷展

光

・観光案内所運営 　　

係

刈谷展 ・観光案内所運

7

営
・観光案内所運営

・

1

平成10年3月に刈谷

2

市観光協会が発足して以来、祭りやイベント



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　観光事業は、各種

平

関連団体と連携し、祭

成

りやイベントを
・法的

２

業務
高い

開催すること

８

により、市の活性化に

年

貢献している。
必要性

度

・市民ニーズ、社会需

（

要 　また、観光客及び

平

市民が満足する観光ガ

成

イド活動や市の
・市民

２

生活上必要である　な

７

ど 魅力を十分に伝える

年

情報発信の手段を担っ

度

ているため、本
事業は

評

必要である。
　会員の

価

増員など、あらゆる面

）

で観光協会の自主財源

刈

確保
・コストの節減、

谷

費用対効果
普通

の施策

市

が必要とされる。総支

事

出額に占める、イベン

務

ト事業
効率性 ・執行体

事

制の効率性 費の割合が

業

高く、内容・効率性の

評

見直しを検討するとと

価

も
・手段の最適性　な

シ

ど に、観光客や市民の

ー

視点から実施計画を改

ト

善していく必要
がある

（

。
　観光協会は地域の

様

特性にあった事業及び

式

伝統的事業を展
・市が

２

主体となって実施する

）

普通
開することで、刈

会

谷市の観光振興に貢献

計

しており、事業の
妥当

名

性 　べき事業であるか

担

円滑な実施にあたり、

当

行政の協力が必要不可

部

欠である。
・総合計画

市

との整合性　など

　観

民

光振興や知名度を向上

活

させ、観光客の誘客に

動

必要なイ

施策への ・施

部

策への貢献度
高い

ベン

一

トの開催・情報発信に

般

寄与することで、市民

会

の郷土愛
・目標達成度

計

を高める効果がある。

観

貢献度 ・市民サービス

光

への効果　など 　また

協

、観光を推進すること

会

で、文化の向上、産業

補

・経済
の発展、活気あ

助

るまちづくりに寄与し

事

ている。

今後の方向性

業

□拡充　□現状維持　

担

■改善・効率化　□縮

当

小　□終期設定　□休

課

止・廃止

・市や各種関

文

連団体と観光協会との

化

役割分担を明確にしな

観

がら、観光協会の機能

光

の強化に取り組む。

課

款 項 目

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　

担

Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧

当

　
評
　
価
　
∨

係 観光係

7 1 2



光

53,000 150,

係

000 150,000

7

指標
 

指標
近隣では、

1

岡崎市、豊田市、碧南

2

市（半田市と共催）、西尾市、みよし市等で花火大会が開催されている。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 10,000 10,000 12,000 10,000 合計 12,000,000 円
委託料 12,000,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 10,000 10,000 12,000 10,000

職員人件費　② 1,052 1,056 1,567 1,521

総事業費（①＋②） 11,052 11,056 13,567 11,521

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ

８

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 産

（

業振興

基本施策 観光
施

平

策体系
施策の内容 「ふ

成

るさと刈谷」の魅力向

２

上と発信

目
　
　
　
的

　

７

わんさか祭り花火大会

年

において、市内企業

主

度

た
る
内
容

　メロディ花

評

火を中心とした花火を

価

打ち上げ
及び市民から

）

の協賛金に合わせ、本

刈

市も花火 る。
の打ち上

谷

げを行うことにより、

市

花火大会の魅
力を向上

事

させ、市民へ娯楽を提

務

供するととも
に、観光

事

の振興を目指す。

位
置

業

づ
け

関連計画 第2次刈

評

谷市観光推進基本計画

価

根拠法令  

対象者 対象

シ

者を限定せず 事業期間

ー

～

実施方法 □直営　■

ト

委託　□指定管理　□

（

補助・助成　□その他

様式１）

会計名 担当

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

部

績

２５年度実績 ２６年

市

度実績 ２７年度実績 ２

民

８年度計画

・わんさか

活

祭り花火大会 ・わんさ

動

か祭り花火大会 ・わん

部

さか祭り花火大会 ・わ

一

んさか祭り花火大会
　

般

　開催日：8月17日

会

　　開催日：8月16

計

日 　　市制65周年仕

わ

掛文字花火  　 開催

ん

日：8月20日
　　発

さ

数：約7,000発（

か

全体）　　発数：約7

祭

,000発（全体） 

り

 　開催日：8月15

花

日 　　発数：約7,0

火

00発（全体）
　　発

打

数：約7,000発（

ち

全体）
  

・同規模の

上

近隣市町村と比較して

げ

も誇ることのできる花

事

火大会となっている。

業

成果
・市内で開催され

担

るイベントで最も集客

当

力を持つイベントとな

課

っている。

・大勢の観

文

客が来場することから

化

、会場周辺での交通渋

観

滞や迷惑駐車が大きな

光

問題となっている。

・

課

限られた会場内に来場

款

者が集中してしまう。

項

課題

指標名称（単位）

目

実績値 目標値

２５年度

担

２６年度 ２７年度 ２８

当

年度 ３０年度

成果 来場

係

者数（人） 150,0

観

00 150,000 1



係

7 1 2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　同規

平

模の近隣市町村と比較

成

しても誇ることのでき

２

る花火
・法的業務

高い

８

大会であり、観光イベ

年

ントの中でも1番の集

度

客力を持つ。夏
必要性

（

・市民ニーズ、社会需

平

要 の風物詩として定着

成

しており、市民のニー

２

ズは高い。
・市民生活

７

上必要である　など

　

年

市の予算だけでなく、

度

商工会議所と連携し、

評

法人や個人
・コストの

価

節減、費用対効果
高い

）

から協賛を募っており

刈

、市をあげての花火大

谷

会となってい
効率性 ・

市

執行体制の効率性 る。

事

・手段の最適性　など

務

　夏の風物詩としての

事

市民の期待は大きく、

業

協賛金と合わ
・市が主

評

体となって実施する
普

価

通
せ実施しており、実

シ

施は妥当である。
妥当

ー

性 　べき事業であるか

ト

・総合計画との整合性

（

　など

　他市町村から

様

も多くの観客が来場し

式

、観光振興につなが

施

２

策への ・施策への貢献

）

度
高い

っている。会場

会

では地元の出店ブース

計

もあり、花火大会実
・

名

目標達成度 施による地

担

元への経済効果を高め

当

ることに寄与している

部

。
貢献度 ・市民サービ

市

スへの効果　など

今後

民

の方向性 □拡充　□現

活

状維持　■改善・効率

動

化　□縮小　□終期設

部

定　□休止・廃止

・誘

一

客力の高いイベントで

般

あるため、会場周辺で

会

の交通渋滞や迷惑駐車

計

の解消に努める。
・限

わ

られた会場内に来場者

ん

が集中することから、

さ

安全性の確保のため、

か

イベントの構成を再検

祭

討する。

り花火

Ｃ

打

 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 

ち

　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　

上

∨

げ事業
担当課 文化観光課

款 項 目 担当係 観光



隊出演回数（回） 27 29 39 35 35
指標

指標
他市において武将隊は、プロダクションなどに委託しアクターを採用しているが、本市においてはボランテ

他市との ィアを採用し幅広い人材を確保している。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 6,881 4,796 4,943 5,684 合計 4,942,875 円
委託料 4,849,555 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 備品購入費 93,320 円

一般財源 6,881 4,796 4,943 5,684

職員人件費　② 0 2,112 3,134 3,802

総事業費（①＋②） 6,881 6,908 8,077 9,486

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

８

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 産業振興

基本

（

施策 観光
施策体系

施策

平

の内容 「ふるさと刈谷

成

」の魅力向上と発信

目

２

　
　
　
的

　刈谷が持つ

７

地域資源の魅力を市内

年

外へ発信

主
た
る
内
容

　

度

刈谷藩歴代藩主の9家

評

（水野本家・水野分
し

価

、住みたい、住み続け

）

たい、訪れてみたい 家

刈

・深溝松平家・久松松

谷

平家・稲垣家・阿部
ま

市

ちを目指し、定住人口

事

の増加へ繋げる。 家・

務

本多家・三浦家・土井

事

家）の初代藩主等
によ

業

る武将隊が、市内外の

評

各種行事の出演に
合わ

価

せた人員・演出により

シ

、甲冑を着用した
パフ

ー

ォーマンスを行い、イ

ト

ベント及び築城の
機運

（

を盛り上げる｡

位
置
づ

様

け

関連計画

根拠法令

対

式

象者 対象者を限定せず

１

事業期間 平成２５年度

）

～

実施方法 □直営　■

会

委託　□指定管理　□

計

補助・助成　□その他

名 担当部 市民活動部

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

一

績

２５年度実績 ２６年

般

度実績 ２７年度実績 ２

会

８年度計画

刈谷城築城

計

盛上げ隊出演回数 刈谷

刈

城築城盛上げ隊出演回

谷

数 刈谷城築城盛上げ隊

の

出演回数 刈谷城盛上げ

魅

隊出演回数
　27回 　

力

29回 　39回 　35

発

回
　　　　　　　　　

信

　　　　
※「刈谷城築

事

城480年記念事
　業

業

」にて実施

・市内の各

担

種行事に参加し、刈谷

当

市の魅力や歴史、文化

課

を多くの人に情報発信

文

することができた。

成

化

果
・刈谷城築城盛上げ

観

隊を通して、子ども達

光

や刈谷城に興味関心の

課

低かった人にも目を向

款

けてもらい、刈谷城復

項

元に向けた

機運向上に

目

貢献した。

・次年度以

担

降も継続性をもって事

当

業を実施し、刈谷城の

係

復元について、より多

観

くの市民の理解を得る

光

必要がある。

課題

指標

係

名称（単位）
実績値 目

2

標値

２５年度 ２６年度

1

２７年度 ２８年度 ３０

2

年度

活動 刈谷城盛上げ



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　歴史文化を啓発

平

することで、市民に郷

成

土の歴史文化に誇
・法

２

的業務
普通

りを持って

８

もらい、地域の活性化

年

を図る一助とする。　

度

必要性 ・市民ニーズ、

（

社会需要 　現在は県内

平

外の他自治体において

成

も、武将隊をはじめ歴

２

・市民生活上必要であ

７

る　など 史文化の啓発

年

事業が盛んであり、社

度

会需要は存在する。

　

評

事業を委託することで

価

効率化を図った。
・コ

）

ストの節減、費用対効

刈

果
普通

　また、刈谷城

谷

築城盛上げ隊の隊員に

市

ボランティアを採用
効

事

率性 ・執行体制の効率

務

性 することで幅広い人

事

材を確保することがで

業

きた。
・手段の最適性

評

　など

　事業を通じて

価

、総合計画にある「ま

シ

ちの歴史に対する認
・

ー

市が主体となって実施

ト

する
高い

知度を高める

（

必要」に応えることが

様

できる。
妥当性 　べき

式

事業であるか 　市が関

２

わって実施することで

）

、市民と協働する形で

会

事業
・総合計画との整

計

合性　など を推進する

名

ことができる。

　各種

担

イベントにおいて演武

当

等を披露することで、

部

市民が

施策への ・施策

市

への貢献度
高い

気軽に

民

歴史文化に親しむこと

活

のできる街であること

動

をアピ
・目標達成度 ー

部

ルすることができるた

一

め、施策への貢献度は

般

高い。
貢献度 ・市民サ

会

ービスへの効果　など

計

今後の方向性 □拡充　

刈

■現状維持　□改善・

谷

効率化　□縮小　□終

の

期設定　□休止・廃止

魅

・本市の歴史文化を市

力

民に伝えるとともに、

発

刈谷城復元に向け機運

信

を高め、より多くの市

事

民の理解を得る必要が

業

ある
ため、継続性をも

担

って事業を実施する。

当課 文化

Ｃ
 
　
Ｈ
 

観

　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　

光

∧
　
評
　
価
　
∨

課

款 項 目 担当係 観光係

2 1 2



光

をつなぐ、きめ細かな

係

情報発信を行う体制を

7

整えた。

・情報発信サ

1

イトのより一層のＰＲ

2

を行い、認知度の向上及び利用促進に取り組む必要がある。

・毎年新しい企画を立案するとともに、継続して情報発信等に取り組むため、各市町が単独で取り組んでいた既存の手法
課題

との整理・統合が必要である。

指標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ３０年度

成果 ホームページアクセス数（件） ― ― ― 50,000 60,000
指標

指標
近隣市町で共同で実施する事業であるため、他市と比較できない。

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 709 290 合計 708,912 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 224 0 交付金 708,912 円

一般財源 0 0 485 290

職員人件費　② 0 0 1,175 760

総事業費（①＋②） 0 0 1,884 1,050

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0 その他の雑入

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ

８

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 産

（

業振興

基本施策 観光
施

平

策体系
施策の内容 「ふ

成

るさと刈谷」の魅力向

２

上と発信

目
　
　
　
的

　

７

広域な観光情報システ

年

ムを構築することに

主

度

た
る
内
容

　地域クラウ

評

ド型サービスを西三河

価

9市1町の
より、個人

）

旅行に合わせた観光客

刈

の自由な周 自治体で共

谷

同で導入し、観光ＨＰ

市

等で利用す
遊計画の作

事

成支援及び地域の埋も

務

れた魅力の る。
発信を

事

行うとともに、観光情

業

報発信力の強化 ○地域

評

クラウド型サービス
及

価

び観光客の利便性を向

シ

上させ、刈谷市の観 　

ー

　旅行者がパソコンや

ト

スマートフォンを使
光

（

の活性化を目指す。 　

様

い、観光情報サイトか

式

ら行きたい観光ス　
　

１

ポットを選ぶことによ

）

り、車での最適な周
　

会

遊ルートが自動設定さ

計

れ、観光ルートとし
　

名

てパソコンやスマート

担

フォンの電子地図上
　

当

に表示されるシステム

部

。

位
置
づ
け

関連計画

根

市

拠法令 西三河広域観光

民

推進協議会規約

対象者

活

対象者を限定せず 事業

動

期間 平成２７年度 ～

実

部

施方法 □直営　□委託

一

　□指定管理　□補助

般

・助成　■その他

会計
広域観光情報シ

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

ス

５年度実績 ２６年度実

テ

績 ２７年度実績 ２８年

ム

度計画

　 　 ・西三河広

推

域観光推進協議会 ・西

進

三河広域観光推進協議

事

会
　 　 　サイト「西三

業

河ぐるっとナ 　サイト

担

「西三河ぐるっとナ
　

当

　 　ビ」の開設 　ビ」

課

の運営及び充実
　 　
　

文

　　――――――― 　

化

　　―――――――

・

観

西三河9市1町で西三

光

河広域観光推進協議会

課

を発足させ、公式サイ

款

ト「西三河ぐるっとナ

項

ビ」を開設することに

目

より、個

成果
人旅行者

担

の増加に伴うより自由

当

な観光ルートや地域で

係

のふれあいの発見など

観

、さまざまな観光資源



係

7 1 2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　個人

平

旅行者の増加に伴い、

成

より自由な観光ルート

２

や地域
・法的業務

普通

８

でのふれあいの発見な

年

ど、さまざまな観光資

度

源をつなぐ、
必要性 ・

（

市民ニーズ、社会需要

平

きめ細かな情報発信を

成

行うため、上記の機能

２

を備えた広域
・市民生

７

活上必要である　など

年

での新たな情報発信サ

度

イトが必要である。

　

評

観光情報発信サイトを

価

広域で持つことにより

）

、各市町が
・コストの

刈

節減、費用対効果
普通

谷

単独で行う場合と比較

市

して、効果的に情報発

事

信を行うこと
効率性 ・

務

執行体制の効率性 がで

事

きる。
・手段の最適性

業

　など

　観光資源の異

評

なる他市町と円滑に連

価

携を行うため、自治
・

シ

市が主体となって実施

ー

する
普通

体同士で事業

ト

を推進することが必要

（

である。
妥当性 　べき

様

事業であるか
・総合計

式

画との整合性　など

　

２

広域的な情報発信サイ

）

トを作成することによ

会

り、相互に

施策への ・

計

施策への貢献度
普通

観

名

光資源をつなぐなど相

担

乗効果が期待できる。

当

・目標達成度
貢献度 ・

部

市民サービスへの効果

市

　など

今後の方向性 □

民

拡充　■現状維持　□

活

改善・効率化　□縮小

動

　□終期設定　□休止

部

・廃止

・情報発信サイ

一

トのより一層のＰＲを

般

行い、認知度の向上及

会

び利用促進に取り組む

計

。
・協議会の形骸化を

広

避けるため、毎年新し

域

い企画を立案するとと

観

もに、継続して情報発

光

信等に取り組むため、

情

各市町
が単独で取り組

報

んでいた既存の手法と

シ

の整理・統合を行う。

ステム推

Ｃ
 
　
Ｈ
 

進

　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　

事

∧
　
評
　
価
　
∨

業
担当課 文化観光課

款 項 目 担当係 観光



） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 46,740 26,200 合計 46,740,024 円
委託料 5,924,340 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 工事請負費 40,751,964 円
負担金、補助及び

一般財源 0 0 46,740 26,200 交付金 63,720 円

職員人件費　② 0 0 3,134 2,281

総事業費（①＋②） 0 0 49,874 28,481

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

８

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 産業振興

基本

（

施策 観光
施策体系

施策

平

の内容 「ふるさと刈谷

成

」の魅力向上と発信

目

２

　
　
　
的

　万燈、山車

７

、大名行列資材、観光

年

協会備品

主
た
る
内
容

○

度

第二観光用倉庫の建設

評

などの収納場所を整備

価

し、伝統行事の継承、

）

　　構造規模：鉄骨造

刈

平屋建て
発展を目指す

谷

。 　　建築面積：19

市

5.5㎡
　　その他：

事

外構工事
○銀座万燈製

務

作場等の設計

位
置
づ
け

事

関連計画 第2次刈谷市

業

観光推進基本計画

根拠

評

法令

対象者 対象者を限

価

定せず 事業期間 平成２

シ

７年度 ～ 平成２８年度

ー

実施方法 □直営　■委

ト

託　□指定管理　□補

（

助・助成　□その他

様式１）

会計名 担当

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

部

２５年度実績 ２６年度

市

実績 ２７年度実績 ２８

民

年度計画

　 　 ・第二観

活

光用倉庫の設計 ・銀座

動

万燈製作場の建設
　 　

部

・第二観光用倉庫の建

一

設 ・旧銀座万燈製作場

般

の解体
　 　 ・銀座万燈

会

製作場の設計
　 　
　　

計

　――――――― 　　

観

　―――――――

・第

光

二観光用倉庫を設計・

用

建設した。

成果
・銀座

倉

万燈製作場を設計した

庫

。

課題

指標名称（単位

整

）
実績値 目標値

２５年

備

度 ２６年度 ２７年度 ２

事

８年度 ３０年度

活動 設

業

計進捗率（％） ― ― 1

担

00.0 ― ―
指標
活動

当

工事進捗率（％） ― ―

課

50.0 100.0 ―

文

指標
祭事道具の所有権

化

、大きさの違いなどか

観

ら他市と単純に比較す

光

ることは難しい。
他市

課

との
比較検証

款 項 目 担当係 観光

Ｃ
　
事

係

　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位

7

：千円
２５年度 ２６年

1

度 ２７年度 ２８年度 ２

2

７年度

（決算） （決算



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　県指定無形民俗

平

文化財である万燈祭の

成

「万燈」及び市指
・法

２

的業務
普通

定有形民俗

８

文化財である「山車」

年

の保存・継承に取り組

度

む
必要性 ・市民ニーズ

（

、社会需要 にあたり、

平

双方ともサイズが大き

成

く、修繕等、適切に維

２

持
・市民生活上必要で

７

ある　など 管理を行っ

年

て良好な状態に保つ必

度

要あるあるが、現在の

評

倉
庫では手狭であるた

価

め、新たな倉庫が必要

）

である。
　文化財の保

刈

存・継承に必要な範囲

谷

で、事業を実施してい

市

・コストの節減、費用

事

対効果
普通

る。
効率性

務

・執行体制の効率性
・

事

手段の最適性　など

　

業

市の所有する財産を文

評

化財の保存・継承に活

価

用し、行政
・市が主体

シ

となって実施する
普通

ー

が適切に支援を実施す

ト

ることにより、市全体

（

の文化や観光
妥当性 　

様

べき事業であるか の振

式

興に寄与することがで

２

きる。
・総合計画との

）

整合性　など

　万燈祭

会

、山車祭等の伝統文化

計

の保存・継承に寄与し

名

、観

施策への ・施策へ

担

の貢献度
普通

光事業を

当

推進する重要な事業で

部

ある。
・目標達成度

貢

市

献度 ・市民サービスへ

民

の効果　など

今後の方

活

向性 □拡充　■現状維

動

持　□改善・効率化　

部

□縮小　□終期設定　

一

□休止・廃止

・設計を

般

行った銀座万燈製作場

会

を建設するとともに、

計

旧銀座万燈製作場は解

観

体する。

光用倉

Ｃ

庫

 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 

整

　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　

備

∨

事業
担当課 文化観光課

款 項 目 担当係 観光係

7 1 2



0

度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 4,828 5,004 5,128 5,297 合計 5,128,346 円
需用費 904,481 円

財
　
源

特定財源 818 657 1,000 776 役務費 47,778 円
委託料 4,176,087 円

一般財源 4,010 4,347 4,128 4,521

職員人件費　② 1,543 1,549 1,567 1,521

総事業費（①＋②） 6,371 6,553 6,695 6,818

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0 十朋亭使用料

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

８

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 教育文化

基

（

本施策 生涯学習
施策体

平

系
施策の内容 学習機会

成

の充実

目
　
　
　
的

　市

２

民に憩いの場を提供し

７

、福祉の増進を図

主
た

年

る
内
容

○十朋亭の受付

度

等業務委託
る。 ○十朋

評

亭の施設、設備修繕

位

価

置
づ
け

関連計画  

根拠

）

法令 刈谷市十朋亭条例

刈

・刈谷市十朋亭条例施

谷

行規則

対象者 対象者を

市

限定せず 事業期間 昭和

事

４７年度 ～

実施方法 ■

務

直営　■委託　□指定

事

管理　□補助・助成　

業

□その他

評価シート （様式

Ｂ
　
事
　

１

業
　
実
　
績

２５年度実

）

績 ２６年度実績 ２７年

会

度実績 ２８年度計画

・

計

受付等業務委託 ・受付

名

等業務委託 ・受付等業

担

務委託 ・受付等業務委

当

託
・冷暖房設備保守業

部

務委託 ・冷暖房設備保

市

守業務委託 ・冷暖房設

民

備保守業務委託 ・冷暖

活

房設備保守業務委託
・

動

消防用設備保守管理委

部

託 ・消防用設備保守管

一

理委託 ・消防用設備保

般

守管理委託 ・消防用設

会

備保守管理委託

・年代

計

を問わず、四季を通じ

施

て会合、レクリエーシ

設

ョン、休憩等で多くの

管

方の利用に供し、住民

理

の福祉の増進を図った

事

。

成果

・亀城公園再整

業

備計画の中で、一体的

担

に施設のあり方を検討

当

する必要がある。

課題

課

指標名称（単位）
実績

文

値 目標値

２５年度 ２６

化

年度 ２７年度 ２８年度

観

３０年度

成果 十朋亭稼

光

働率（％） 21.4 1

課

9.2 24.0 25.

款

0 27.0
指標

 
指標

項

施設の目的、周辺環境

目

で類似の施設がなく比

担

較が困難である。
他市

当

との
比較検証

係 文化振興係

10

Ｃ
　
事

5

　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位

1

：千円
２５年度 ２６年



5

度 ３０年度

活動 無形民

1

俗文化財の出演団体数（団体） 0 2 1 1 1
指標

 
指標

第30回国民文化祭・かごしま2015には、九州地区以外からは刈谷市のみが参加。
他市との 　
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 300 1,141 300 合計 1,140,960 円
旅費 130,960 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 負担金、補助及び
交付金 1,010,000 円

一般財源 0 300 1,141 300

職員人件費　② 701 634 1,018 380

総事業費（①＋②） 701 934 2,159 680

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

８

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 教育文化

（

基本施策 文化・芸術
施

平

策体系
施策の内容 創作

成

・発表の機会づくり

目

２

　
　
　
的

　刈谷市固有

７

の無形民俗文化財の保

年

存・伝承

主
た
る
内
容

　

度

指定無形民俗文化財の

評

継承団体が県民俗芸
を

価

図ることにより、先人

）

がこれまで培ってき 能

刈

大会等に出演する経費

谷

を補助する。
た歴史や

市

文化財を次代に継承す

事

る。

位
置
づ
け

関連計画

務

刈谷市文化振興基本計

事

画

根拠法令  

対象者 無

業

形民俗文化財保存団体

評

事業期間 平成２２年度

価

～

実施方法 □直営　□

シ

委託　□指定管理　■

ー

補助・助成　□その他

ト （様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

担

績

２５年度実績 ２６年

当

度実績 ２７年度実績 ２

部

８年度計画

・各団体に

市

披露や啓発の募集 ・1

民

1月8日（野田雨乞笠

活

おどり・各団体に披露

動

や啓発の募集 ・各団体

部

に披露や啓発の募集
の

一

情報提供 保存会） の情

般

報提供 の情報提供
・申

会

請の事務補助 催 事 

計

名：ESDユネスコ世

民

界会・申請の事務補助

俗

・申請の事務補助
議併

芸

催イベント ・11月8

能

日（野田雨乞笠おどり

啓

開 催 地：愛知県名

発

古屋市 保存会）
・3月

事

1日（野田雨乞笠おど

業

り 催 事 名：第30

担

回国民文化祭
保存会）

当

・かごしま2015
催

課

 事 名：愛知県民俗

文

芸能大 開 催 地：鹿

化

児島県姶良市
会（蒲郡

観

市大会）
開 催 地：

光

愛知県蒲郡市
・野田雨

課

乞笠おどり保存会が、

款

第30回国民文化祭・

項

かごしま2015に出

目

演することで、愛知県

担

以外でも刈谷市の民俗

当

芸能を

成果
伝えること

係

ができた。

・無形民俗

文

文化財を披露する機会

化

は限られているため、

振

今後いかに啓発してい

興

くかが課題である。

課

係

題

指標名称（単位）
実

1

績値 目標値

２５年度 ２

0

６年度 ２７年度 ２８年



1

との 属しており、市か

0

ら文化協会への活動の

5

支援をしている。安城

1

市では活動に対する補助はしていない。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 703 716 440 800 合計 440,230 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 440,230 円

一般財源 703 716 440 800

職員人件費　② 1,403 634 705 837

総事業費（①＋②） 2,106 1,350 1,145 1,637

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　

８

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

年

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

度

　
要

総合計画
分野 教育

（

文化

基本施策 文化・芸

平

術
施策体系

施策の内容

成

活動の支援体制の充実

２

目
　
　
　
的

　刈谷市文

７

化振興基本計画では、

年

「音楽のあ

主
た
る
内
容

度

　音楽協会の行う演奏

評

会、演奏指導（クリニ

価

るまちづくり」を掲げ

）

ており、この施策実現

刈

ック）などの事業に支

谷

援を行う。
の一翼を担

市

う刈谷音楽協会へ支援

事

することに
より、刈谷

務

の音楽文化の更なる発

事

展を図る。

位
置
づ
け

関

業

連計画 刈谷市文化振興

評

基本計画

根拠法令  

対

価

象者 刈谷音楽協会 事業

シ

期間 平成１８年度 ～

実

ー

施方法 □直営　□委託

ト

　□指定管理　■補助

（

・助成　□その他

様式１）

会計名 担当

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

部

５年度実績 ２６年度実

市

績 ２７年度実績 ２８年

民

度計画

・7月7日　第

活

9回刈谷音楽祭～・6

動

月22日　第10回刈

部

谷音楽祭・6月21日

一

　第11回刈谷音楽祭

般

・第12回刈谷音楽祭

会

日本のメロディ～ ・1

計

2月6日　第8回音楽

音

協会演 ・12月5日　

楽

第9回音楽協会演 ・第

振

10回音楽協会演奏会

興

・10月27日　第7

活

回刈谷音楽協奏会 奏会

動

会の日

・音楽祭・演奏

補

会という２本の柱を軸

助

に音楽のあるまち刈谷

事

をＰＲできた。

成果

・

業

演奏会の開催による音

担

楽のあるまちづくりへ

当

の貢献は認められるが

課

、会員数が横ばい傾向

文

であり、新規会員を獲

化

得して

いく必要がある

観

。
課題

指標名称（単位

光

）
実績値 目標値

２５年

課

度 ２６年度 ２７年度 ２

款

８年度 ３０年度

活動 協

項

会会員数（人） 70 7

目

4 76 78 80
指標
成

担

果 刈谷音楽祭入場者数

当

（人） 695 568 2

係

70 600 700
指標

文

現在、近隣市において

化

、演奏者の協会がある

振

のは岡崎市・安城市の

興

みである。岡崎市の団

係

体は文化協会に所
他市



係

家の資料調査や市民の

1

資料見学に対応するた

0

めの準備ができた。

・

5

過去の発掘調査で出土

2

した遺物について、2次整理まで行われていないものが山積みである。また、出土遺物だけでな

く記録図面や写真の整理も並行して進め、成果概要としてまとめ保護啓発等に活用できるようにする必要がある。
課題

・年々増加する出土遺物量に対して、作業場の収蔵スペースが不足している。また、調査成果を市民に公開する展示スペ

ースの確保も必要である。

指標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ３０年度

活動 1次整理作業実施率（％） 100 100 100 100 100
指標
活動 2次整理作業実施件数（件） 1 1 0 1 2
指標

安城市においては埋蔵文化財センターにおいて基本的に1次整理までは年度内に完了している。また、主な
他市との 出土品については2次整理まで実施し、翌年度にセンター内の展示コーナーで速報展を開催して発掘調査の
比較検証 成果を市民に公開している。 

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 3,457 3,462 3,385 3,843 合計 3,384,583 円
賃金 3,264,400 円

財
　
源

特定財源 3 76 0 47 報償費 28,400 

Ｄ

円
旅費 15,740 

　

円

一般財源 3,454

　

3,386 3,385

　

3,796 需用費 76

Ｏ

,043 円

職員人件

　

費　② 701 1,40

　

8 705 532

総事業

∧

費（①＋②） 4,15

　

8 4,870 4,09

　

0 4,375

建
設
事
業

実

全体事業費（単位：千

　

円） 0 ２７年度特定財

　

源名称

２７年度までの

施

累積事業費 0

２９年度

　

以降の事業費見込 0

　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ

８

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 教

（

育文化

基本施策 歴史・

平

文化財
施策体系

施策の

成

内容 文化財の保護・伝

２

承・活用

目
　
　
　
的

　

７

住宅建設や宅地造成等

年

に伴う緊急発掘調査

主

度

た
る
内
容

　臨時職員に

評

より遺跡ごとに遺物の

価

洗浄・注
や試掘調査に

）

より市内の遺跡から出

刈

土した埋 記・接合・復

谷

元・実測等の整理作業

市

を行い、
蔵文化財を整

事

理・保存し、市域の歴

務

史解明の 調査成果を広

事

く市民に公開するため

業

の作業を
一助とする。

評

行う。
　また、年々増

価

加する資料を効率よく

シ

収納す
るとともに収蔵

ー

台帳を整備し、専門家

ト

の資料
調査のニーズに

（

対応する。

位
置
づ
け

関

様

連計画 刈谷市文化振興

式

基本計画

根拠法令 文化

１

財保護法

対象者 対象者

）

を限定せず 事業期間 ～

会

実施方法 ■直営　□委

計

託　□指定管理　□補

名

助・助成　□その他

担当部 市民活動部

一

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

般

２５年度実績 ２６年度

会

実績 ２７年度実績 ２８

計

年度計画

・半崎貝塚出

発

土遺物 ・紫雲寺東遺跡

掘

出土遺物 ・築地貝塚出

調

土遺物 ・市内遺跡出土

査

遺物
　　1次整理（洗

出

浄・注記） 　　1次整

土

理（洗浄・注記） 　　

遺

1次整理（洗浄・注記

物

） 　　1次整理（洗浄

整

・注記）
・中条遺跡出

理

土遺物 ・刈谷城跡出土

事

遺物 ・中条遺跡出土遺

業

物     2次整理（

担

拓本・実測）
　　1次

当

整理（洗浄・注記） 　

課

　1次整理（洗浄・注

文

記） 　　1次整理（洗

化

浄・注記）
・刈谷城跡

観

出土遺物（一部） 　　

光

2次整理（拓本・実測

課

） 　　
　　2次整理（

款

拓本・実測）

・緊急発

項

掘調査を行った築地貝

目

塚をはじめ試掘・確認

担

調査を行った市内各遺

当

跡の出土遺物について

係

、1次整理（洗浄・注

文

成果
記）まではすべて

化

実施することができた

財

。

・これにより、専門



5

ィア派遣実施
・「刈谷

2

城築城480年記念展」・郷土資料館案内補助 ・郷土資料館案内補助 ・郷土資料館案内補助
　におけるガイド ・ボランティア養成講座開催

・ボランティアの会会員自身が歴史や説明方法を随時学習・調査するなど、積極的に向上心をもって活動している結果、

成果
依頼者からは好評をいただき、史跡めぐりの参加者アンケート結果からは平均して9割以上から満足との評価を得た。

・高齢者の社会参加の好ましい例として、内閣府より平成26年度ボランティア活動功労者表彰を受けた。

・平成26年度にガイドボランティア養成講座を実施したことで新たに5名の会員が加わり、会の活性化を図れた。

・近年は各コースの駐車スペースが不足しており、従来依頼していた駐車場を確保することが難しくなってきている。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ３０年度

活動 一般申込によるガイド依頼および小中学校の総合学 50 40 50 50 50
指標 習支援（件）
成果 史跡めぐり参加者（人） 280 261 232 240 240
指標

にしお観光ボランティアガイドの会…モデルコース2コース、依頼ガイドへのガイド派遣実施
他市との 安城ふるさとガイドの会…モデルコース6コース、依頼ガイドへのガイド派遣実施
比較検証 知立市観光ボランティアの会…モデルコース2コース、依頼ガイドへのガイド派遣実施

三州高浜鬼みち案内人の会…モデルコース1コ

Ｄ

ース、依頼ガイドへの

　

ガイド派遣実施

　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　

Ｃ
　

実

事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単

　

位：千円
２５年度 ２６

　

年度 ２７年度 ２８年度

施

２７年度

（決算） （決

　

算） （決算） （予算）

　

事業費内訳

事業費　①

∨

182 182 182 182 合計 181,998 円
需用費 9,998 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 委託料 172,000 円

一般財源 182 182 182 182

職員人件費　② 561 563 783 837

総事業費（①＋②） 743 745 965 1,019

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

８

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 教育文化

（

基本施策 歴史・文化財

平

施策体系
施策の内容 文

成

化財の保護・伝承・活

２

用

目
　
　
　
的

　市民が

７

刈谷の文化財や歴史に

年

触れ、学ぶこ

主
た
る
内

度

容

○年3回、史跡めぐ

評

りの開催
とができる機

価

会を提供するとともに

）

、刈谷の ○郷土資料館

刈

における見学者案内
歴

谷

史文化を案内するため

市

のガイドボランティ ○

事

市内学校の総合的な学

務

習に伴うガイドの派
ア

事

を育成し、文化財の活

業

用と歴史の啓発を図  

評

 遣
る。

位
置
づ
け

関連

価

計画 刈谷市文化振興基

シ

本計画

根拠法令  

対象

ー

者 対象者を限定せず 事

ト

業期間 平成１５年度 ～

（

実施方法 □直営　■委

様

託　□指定管理　□補

式

助・助成　□その他

１）

会計名 担当部 市

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

民

２５年度実績 ２６年度

活

実績 ２７年度実績 ２８

動

年度計画

・史跡めぐり

部

案内（年4回：刈・史

一

跡めぐり案内（年4回

般

：元・史跡めぐり案内

会

（年3回：井・史跡め

計

ぐり案内（年3回：城

史

　谷城、天誅組、小垣

跡

江、泉 　刈谷、天誅組

め

、一ツ木、重 　ケ谷、

ぐ

まちなか、野田半城 　

り

下町、東海道、高須コ

開

ー
　田コース） 　原コ

催

ース） 　土コース） 　

事

ス）
・小学4年生体験

業

学習における・小学3

担

年生体験学習における

当

・小学3年生体験学習

課

における・小学3年生

文

体験学習における
　案

化

内、説明 　案内、説明

観

　案内、説明 　案内、

光

説明
・一般からの「歴

課

史の小径」 ・一般から

款

の「歴史の小径」 ・一

項

般からの「歴史の小径

目

」 ・一般からの「歴史

担

の小径」
　散策ガイド

当

依頼に対するボ 　散策

係

ガイド依頼に対するボ

文

　散策ガイド依頼に対

化

するボ 　散策ガイド依

財

頼に対するボ
　ランテ

係

ィア派遣実施 　ランテ

1

ィア派遣実施 　ランテ

0

ィア派遣実施 　ランテ



0

理 ・金属製品保存処理

5

・金属製品保存処理
・

2

金属製品保存処理
・報告書作成に向けた資料化を計画的に進めるため、作業委託先である刈谷市埋蔵文化財発掘調査会の調査員と各調査年

成果
度毎の作業内容・手順を確認できた。

・出土遺物の量が膨大なため整理作業に時間がかかっている。

・作業に必要な資料をストックしておくスペースが狭く作業効率が悪くなっているが、ハード的な問題で改善できていな
課題

い。

指標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ３０年度

活動 平成10年度発掘調査分整理作業進捗率（％） 60 70 80 100 ー
指標
活動 全体整理作業進捗率（％） 80 85 90 95 ー
指標

豊田市においては民間業者に委託して実施した発掘調査の場合、翌年度にその整理作業から報告書作成まで
他市との を同業者に委託して報告書刊行までの期間を短縮する方針で進めている。安城市においては整理作業の民間
比較検証 委託はせず基本的に直営で行うが、発掘調査から3年のうちに報告書を刊行する方針で進めている。いずれ

の市も埋蔵文化財を担当する正規職員が3～5名いる。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　

Ｄ

① 5,000 5,00

　

0 3,400 3,40

　

0 合計 3,400,0

　

00 円
委託料 3,4

Ｏ

00,000 円

財
　

　

源

特定財源 0 0 0 0

一

　

般財源 5,000 5,

∧

000 3,400 3,

　

400

職員人件費　②

　

1,052 1,056

実

1,254 1,369

　

総事業費（①＋②） 6

　

,052 6,056 4

施

,654 4,769

建

　

設
事
業

全体事業費（単

　

位：千円） 0 ２７年度

∨

特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

８

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 教育文

（

化

基本施策 歴史・文化

平

財
施策体系

施策の内容

成

文化財の保護・伝承・

２

活用

目
　
　
　
的

　中条

７

遺跡の発掘調査で出土

年

した遺物や調査

主
た
る

度

内
容

　有識者による非

評

営利団体である刈谷市

価

埋蔵
記録を整理し報告

）

書作成のための資料化

刈

を行 文化財発掘調査会

谷

へ委託して、発掘調査

市

で出
うことで、市域の

事

歴史解明の一助とする

務

。 土した遺物の洗浄・

事

注記・接合・復元・実

業

測
や調査記録図面・写

評

真の整理・保存を行う

価

。

位
置
づ
け

関連計画 刈

シ

谷市文化振興基本計画

ー

根拠法令 文化財保護法

ト

対象者 対象者を限定せ

（

ず 事業期間 平成９年度

様

～ 平成２９年度

実施方

式

法 □直営　■委託　□

１

指定管理　□補助・助

）

成　□その他

会計名 担当部 市民

Ｂ
　

活

事
　
業
　
実
　
績

２５年

動

度実績 ２６年度実績 ２

部

７年度実績 ２８年度計

一

画

・平成10･12年

般

度分拓本 ・平成12年

会

度分断面実測 ・平成1

計

2年度分断面実測 ・平

中

成12年度分断面実測

条

・平成10年度分断面

遺

実測 ・平成11年度分

跡

遺構図面整理 ・平成1

発

1年度分遺構図面整理

掘

・平成12年度分遺構

調

図面整理
・平成11年

査

度分遺構図面整理 ・平

事

成11年度分遺構図面

業

・平成11年度分遺構

担

図面 ・平成12年度分

当

遺構図面
・平成11年

課

度分遺構図面 　トレー

文

ス 　トレース 　トレー

化

ス
　トレース ・平成9

観

･10年度分遺物観察

光

表 ・平成10年度分遺

課

物観察表 ・平成11年

款

度分遺物観察表
・平成

項

9･10年度分遺物観

目

察表 　作成 　作成 　作

担

成
　作成 ・平成11年

当

度分調査記録写真 ・平

係

成11年度分調査記録

文

写真 ・平成12年度分

化

調査記録写真
・平成1

財

1年度分調査記録写真

係

　整理 　整理 　整理
　

1

整理 ・金属製品保存処



1

行うことができた。積

0

極的に事業者へ協力依

5

頼して事

成果
前の試掘

2

・確認調査を行ったことで、開発事業が遺跡に及ぼす影響の度合に応じて発掘調査あるいは工事立会など適正な

対応をとることができた。緊急発掘調査は、事業者と十分に協議し、最大限可能な範囲での調査面積・調査期間を設け実

施し、必要な記録保存を行えた。

・窓口照会と同様に、民間の審査機関への建築確認申請も増加するなか、埋蔵文化財への対応ができていない事案があっ

たため、開発事業者等に埋蔵文化財の取扱手続の周知を強化していく必要がある。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ３０年度

活動 窓口照会件数（件） 1,009 1,051 1,122 1,000 1,000
指標
成果 民間確認申請対応率（％） 33.7 41.9 43.4 44.4 44.4
指標 　＝対応件数/（対応件数＋未対応件数）

安城市の平成27年度実績は窓口照会512件、試掘・確認調査24件、工事立会40件、発掘調査12件で、窓口照
他市との 会件数は刈谷市より少ないが文化財保護法に基づく届出件数は69件と多く、多くの緊急調査に対応している
比較検証 。年間約1200万円（国庫補助含む）の事業費を執行する調査体制に加え、ホームページや広報誌への掲載、

パンフレット配布等による埋蔵文化財の保護・取扱いに対する周知が刈谷市より進んでいる。

Ｄ
　
　
　
Ｏ

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　

　

ス
　
ト

単位：千円
２５

　

年度 ２６年度 ２７年度

∧

２８年度 ２７年度

（決

　

算） （決算） （決算）

　

（予算） 事業費内訳

事

実

業費　① 748 573

　

446 1,215 合計

　

446,000 円
委

施

託料 446,000 

　

円

財
　
源

特定財源 0 0

　

0 0

一般財源 748 5

∨

73 446 1,215

職員人件費　② 701 1,408 1,175 1,901

総事業費（①＋②） 1,449 1,981 1,621 3,116

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　

８

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

年

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

度

　
要

総合計画
分野 教育

（

文化

基本施策 歴史・文

平

化財
施策体系

施策の内

成

容 文化財の保護・伝承

２

・活用

目
　
　
　
的

　住

７

宅建設や宅地開発等に

年

伴う緊急対応の発

主
た

度

る
内
容

　宅地開発等に

評

伴う緊急対応を行い、

価

発掘調
掘調査を行い、

）

埋蔵文化財の記録保存

刈

を行う 査が必要な案件

谷

は刈谷市埋蔵文化財発

市

掘調査
ことで、市域の

事

歴史解明の一助とする

務

。 会へ委託して調査を

事

実施する。

位
置
づ
け

関

業

連計画 刈谷市文化振興

評

基本計画

根拠法令 文化

価

財保護法

対象者 開発事

シ

業者及び市民 事業期間

ー

平成１３年度 ～

実施方

ト

法 ■直営　■委託　□

（

指定管理　□補助・助

様

成　□その他

式１）

会計名 担当

Ｂ
　

部

事
　
業
　
実
　
績

２５年

市

度実績 ２６年度実績 ２

民

７年度実績 ２８年度計

活

画

・窓口照会　100

動

9件 ・窓口照会　10

部

51件 ・窓口照会　1

一

122件 ・窓口照会　

般

1000件
・試掘調査

会

　37件 ・試掘調査　

計

38件 ・試掘調査　3

埋

5件 ・試掘調査　35

蔵

件
・工事立会　17件

文

・工事立会　22件 ・

化

工事立会　22件 ・工

財

事立会　20件
・緊急

発

発掘調査　2件 ・緊急

掘

発掘調査　1件 ・緊急

調

発掘調査　3件 ・緊急

査

発掘調査　2件
・民間

事

建築確認申請における

業

・民間建築確認申請に

担

おける ・民間建築確認

当

申請における ・民間建

課

築確認申請における
　

文

　対応件数　　 63

化

件   　対応件数　　

観

 90件   　対応件

光

数　　 66件   　

課

対応件数　　 80件

款

　　未対応件数　12

項

4件 　　未対応件数　

目

125件 　　未対応件

担

数　 86件 　　未対

当

応件数　100件
※緊

係

急発生的なものである

文

た
め、見込みの数値。

化

・増加傾向にある埋蔵

財

文化財の窓口照会にお

係

ける取扱説明は的確に



度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 16,381 16,526 19,951 23,878 合計 19,951,214 円
役務費 82,239 円

財
　
源

特定財源 4 7 0 0 委託料 19,868,975 円

一般財源 16,377 16,519 19,951 23,878

職員人件費　② 912 845 1,018 608

総事業費（①＋②） 17,293 17,371 20,969 24,486

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

８

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 教育文化

基本施

（

策 歴史・文化財
施策体

平

系
施策の内容 文化財の

成

保護・伝承・活用

目
　

２

　
　
的

　国の登録文化

７

財である刈谷市郷土資

年

料館の

主
た
る
内
容

○国

度

の登録文化財である郷

評

土資料館の施設管
適切

価

な施設管理を図る。  

）

 理

位
置
づ
け

関連計画

刈

刈谷市文化振興基本計

谷

画

根拠法令 文化財保護

市

法

対象者 対象者を限定

事

せず 事業期間 ～

実施方

務

法 ■直営　□委託　■

事

指定管理　□補助・助

業

成　□その他

評価シート （様式

Ｂ
　

１

事
　
業
　
実
　
績

２５年

）

度実績 ２６年度実績 ２

会

７年度実績 ２８年度計

計

画

・指定管理者制度実

名

施 ・指定管理者制度実

担

施 ・指定管理者制度実

当

施 ・指定管理者制度実

部

施
・建物1階床下の白

市

蟻駆除 ・白蟻被害のあ

民

った床下大引
　の修繕

活

・床下の白蟻被害の発

動

見後、速やかに駆除を

部

行ったため、被害を最

一

小限に留めることがで

般

きた。

成果

・建物が登

会

録文化財であるため、

計

施設の状態に常に注視

施

し、異常があった場合

設

に速やかに対応する必

管

要がある。

課題

指標名

理

称（単位）
実績値 目標

事

値

２５年度 ２６年度 ２

業

７年度 ２８年度 ３０年

担

度

成果 総入館者数（人

当

）　　　　　　　　　

課

15,716 12,2

文

89 11,910 13

化

,000 14,000

観

指標
　　　

指標
郷土資

光

料館が昭和30年代の

課

展示やイベントを実施

款

するにあたり、参考と

項

した館と入館者数。
他

目

市との ・北名古屋市歴

担

史民俗資料館　年間4

当

0,000人
比較検証

係 文化財係

10 5 6

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年



5 2

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 1,350 2,256 4,806 合計 2,256,120 円
委託料 2,256,120 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 1,350 2,256 4,806

職員人件費　② 0 106 470 760

総事業費（①＋②） 0 1,456 2,726 5,566

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

８

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 教育文化

（

基本施策 歴史・文化財

平

施策体系
施策の内容 文

成

化財の保護・伝承・活

２

用

目
　
　
　
的

　文化財

７

の修復及び複製を製作

年

することで、

主
た
る
内

度

容

　市指定文化財をは

評

じめとする、文化財の

価

修
文化財の保存を図る

）

。また歴史博物館での

刈

展 復及び刈谷市に関係

谷

のある文化財の複製を

市

製
示活用を図る。 作す

事

る。

位
置
づ
け

関連計画

務

根拠法令 文化財保護法

事

、刈谷市文化財保護条

業

例

対象者 対象者を限定

評

せず 事業期間 平成２６

価

年度 ～

実施方法 □直営

シ

　■委託　□指定管理

ー

　□補助・助成　□そ

ト

の他

（様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　
業
　

担

実
　
績

２５年度実績 ２

当

６年度実績 ２７年度実

部

績 ２８年度計画

　 ・「

市

津田宣久判物」の修復

民

業 ・「華陽院画像」の

活

複製製作 ・「伝通院調

動

度品」の複製製
　 　務

部

委託 　業務委託 　作委

一

託
　 ・「水野忠重画像

般

」の複製作 ・「伝通院

会

像」（松本市玄向 ・「

計

水野忠政画像」（名古

文

屋
　 製作業務委託 　寺

化

所蔵）の複製製作業務

財

委 　市博物館所蔵）の

保

複製製作
　　　―――

存

―――― 　託 　業務委

管

託

・「華陽院画像」の

理

複製を製作し、展示公

事

開が可能な状態にした

業

。

成果
・「伝通院像」

担

の複製を製作し、市民

当

の目に触れることがで

課

きる状態とした。

課題

文

指標名称（単位）
実績

化

値 目標値

２５年度 ２６

観

年度 ２７年度 ２８年度

光

３０年度

成果 修復文化

課

財数（点） 0 1 1 0 0

款

指標
成果 複製製作文化

項

財数（点） 0 1 2 2 0

目

指標
豊田市では、25

担

年度は2点、26年度

当

は1点、27年度は2

係

点の修復を行った。
他

文

市との
比較検証

化財係

10



0

8 3,134 0

総事業

5

費（①＋②） 351 1

2

,408 3,134 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

８

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 教育文

（

化

基本施策 歴史・文化

平

財
施策体系

施策の内容

成

文化財の保護・伝承・

２

活用

目
　
　
　
的

　国指

７

定天然記念物である小

年

堤西池カキツバ

主
た
る

度

内
容

○小堤西池南側土

評

地5筆の取得
タ群落の

価

隣接地を取得し、指定

）

地と一体的な
保護保全

刈

を図る。

位
置
づ
け

関連

谷

計画 小堤西池カキツバ

市

タ群落保存管理計画書

事

根拠法令

対象者 土地所

務

有者（3名） 事業期間

事

平成２５年度 ～

実施方

業

法 ■直営　□委託　□

評

指定管理　□補助・助

価

成　□その他

シート （様式１）

Ｂ
　

会

事
　
業
　
実
　
績

２５年

計

度実績 ２６年度実績 ２

名

７年度実績 ２８年度計

担

画

・用地取得に向けた

当

地権者と ・用地取得に

部

向けた地権者と ・用地

市

取得に向けた地権者と

民

・用地取得に向けた地

活

権者と
　の交渉 　の交

動

渉 　の交渉 　の交渉

・

部

用地取得に向け地権者

一

と交渉した。

成果

・買

般

収に向けての合意形成

会

までには至らなかった

計

。

課題

指標名称（単位

小

）
実績値 目標値

２５年

堤

度 ２６年度 ２７年度 ２

西

８年度 ３０年度

成果 取

池

得筆数（筆） 0 0 0 0

周

3
指標

指標
用地買収は

辺

どこの自治体でも行わ

整

れているが、その事案

備

毎に背景が異なるため

事

、一概に比較検討する

業

ことは
他市との 難しい

担

。
比較検証

当課 文化観光課

款

Ｃ
　
事
　

項

業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：

目

千円
２５年度 ２６年度

担

２７年度 ２８年度 ２７

当

年度

（決算） （決算）

係

（決算） （予算） 事業

文

費内訳

事業費　① 0 0

化

0 0 合計 0 円

財
　
源

財

特定財源 0 0 0 0

一般

係

財源 0 0 0 0

職員人件

1

費　② 351 1,40



0

屋市と安城市では、市

5

史の刊行は完結し、博

1

物館が必要に応じて調査を実施している。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 5,448 5,205 4,945 5,372 合計 4,945,374 円
賃金 1,749,000 円

財
　
源

特定財源 263 206 167 170 旅費 58,586 円
需用費 2,980,060 円

一般財源 5,185 4,999 4,778 5,202 役務費 50,322 円
使用料及び賃借料 100,806 円

職員人件費　② 1,052 1,056 1,175 1,141 負担金、補助及び
交付金 6,600 円

総事業費（①＋②） 6,500 6,261 6,120 6,513

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0 冊子等頒布収入

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

８

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 教育文

（

化

基本施策 歴史・文化

平

財
施策体系

施策の内容

成

文化財の保護・伝承・

２

活用

目
　
　
　
的

　刈谷

７

の歴史に関わる資料の

年

調査・整理を行

主
た
る

度

内
容

○市史だよりの発

評

行
い、歴史資料の保存

価

と活用を図る。また、

）

資 ○市内外における資

刈

料の調査
料公開のため

谷

の準備を進めていく。

市

○刈谷に関する関係資

事

料の収集
○資料目録の

務

作成
○資料のマイクロ

事

化

位
置
づ
け

関連計画 刈

業

谷市歴史博物館基本計

評

画

根拠法令 文化財保護

価

法、公文書館法、博物

シ

館法

対象者 対象者を限

ー

定せず 事業期間 平成７

ト

年度 ～

実施方法 ■直営

（

　□委託　□指定管理

様

　□補助・助成　□そ

式

の他

１）

会計名 担当部

Ｂ
　
事
　
業
　

市

実
　
績

２５年度実績 ２

民

６年度実績 ２７年度実

活

績 ２８年度計画

・資料

動

調査の実施 5回 ・資

部

料調査の実施 5回 ・

一

資料調査の実施 5回

般

・資料調査の実施 5

会

回
・資料整理の実施 ・

計

資料整理の実施 ・資料

市

整理の実施 ・資料整理

史

の実施
・新聞データの

資

整理 ・新聞データの整

料

理 ・新聞データの整理

整

・新聞データの整理
・

理

市史だよりの発行 ・市

活

史だよりの発行

・資料

用

調査によって、新しく

事

発見した資料を収集し

業

、整理できた。

成果
・

担

整理済資料から歴史研

当

究を行い、出前講座等

課

で活用し、市民に刈谷

文

の歴史を啓発できた。

化

・新聞記事により、刈

観

谷関係および文化財関

光

係記事のデータベース

課

化を行った。

・資料の

款

整理に時間をとられ、

項

資料の分析が十分でき

目

なかった。

課題

指標名

担

称（単位）
実績値 目標

当

値

２５年度 ２６年度 ２

係

７年度 ２８年度 ３０年

文

度

活動 調査回数（回）

化

5 5 5 5 5
指標
活動 調

財

査・整理資料点数(点

係

) 300 500 500

1

500 500
指標

名古



1

頒布部数（冊） ー ー 0

0

30 30
指標

安城市と

5

豊田市では、発掘調査

2

後数年の内に報告書を刊行している。
他市との ・安城市の平成27年度報告書刊行数2冊
比較検証 ・豊田市の平成27年度報告書刊行数6冊

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 6,653 5,000 合計 6,653,253 円
需用費 713,253 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 180 委託料 5,940,000 円

一般財源 0 0 6,653 4,820

職員人件費　② 0 0 2,350 3,042

総事業費（①＋②） 0 0 9,003 8,042

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　

８

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

年

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

度

　
要

総合計画
分野 教育

（

文化

基本施策 歴史・文

平

化財
施策体系

施策の内

成

容 文化財の保護・伝承

２

・活用

目
　
　
　
的

　平

７

成9～12年度にかけ

年

て実施した中条遺跡の

度

主
た
る
内
容

　発掘調査

評

で検出した遺構や遺物

価

に関する図
発掘調査に

）

ついて、調査年度毎に

刈

成果をまと 版作成と報

谷

告書の印刷を行う。
め

市

た報告書を作成するこ

事

とで、その学術的な ○

務

27年度：平成9・1

事

0年度調査分の図版作

業

成
成果を広く一般公開

評

し、本市の歴史研究の

価

一 　　　　　平成9年

シ

度調査分報告書の印刷

ー

助とする。 ○28年度

ト

：平成11年度調査分

（

の図版作成
　　　　　

様

平成10年度調査分報

式

告書の印刷
○29年度

１

：平成12年度調査分

）

の図版作成
　　　　　

会

平成11年度調査分報

計

告書の印刷
○30年度

名

：平成12年度調査分

担

報告書の印刷

位
置
づ
け

当

関連計画 刈谷市文化振

部

興基本計画

根拠法令 文

市

化財保護法

対象者 対象

民

者を限定せず 事業期間

活

平成２７年度 ～ 平成３

動

０年度

実施方法 ■直営

部

　■委託　□指定管理

一

　□補助・助成　□そ

般

の他

会計
発掘調査報告

Ｂ
　
事
　
業
　

書

実
　
績

２５年度実績 ２

作

６年度実績 ２７年度実

成

績 ２８年度計画

　 　 ・

事

平成9・10年度調査

業

分図版作・平成11年

担

度調査分図版作成
　 　

当

　成 ・平成10年度調

課

査分報告書印
　 　 ・平

文

成9年度調査分報告書

化

印刷　刷
　 　
　　　―

観

―――――― 　　　―

光

――――――

・平成9

課

年度調査分の報告書を

款

作成した。

成果

・作成

項

時期が年度末になって

目

しまったため、年度内

担

の頒布ができなかった

当

。

課題

指標名称（単位

係

）
実績値 目標値

２５年

文

度 ２６年度 ２７年度 ２

化

８年度 ３０年度

活動 報

財

告書刊行数（冊） ー ー

係

1 1 1
指標
成果 報告書



財源 1,351 1,431 1,416 1,602 1,611,904 円

職員人件費　② 351 352 783 760

総事業費（①＋②） 1,980 2,061 2,478 2,651

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0 行政財産目的外使用料
名鉄高架下倉庫等賃借料

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

８

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 産業振興

基本

（

施策 観光
施策体系

施策

平

の内容 「ふるさと刈谷

成

」の魅力向上と発信

目

２

　
　
　
的

　万燈、山車

７

などを収納する観光用

年

倉庫を適

主
た
る
内
容

　

度

倉庫管理用の名鉄高架

評

下倉庫の借地料、火
切

価

に管理することで、伝

）

統行事の継承、発展 災

刈

保険料及び電気料を支

谷

払う。
を目指す。

位
置

市

づ
け

関連計画 第2次刈

事

谷市観光推進基本計画

務

根拠法令  

対象者 対象

事

者を限定せず 事業期間

業

～

実施方法 ■直営　□

評

委託　□指定管理　□

価

補助・助成　□その他

シート （様式１）

会

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

計

績

２５年度実績 ２６年

名

度実績 ２７年度実績 ２

担

８年度計画

・土地借上

当

げ料 ・土地借上げ料 ・

部

土地借上げ料 ・土地借

市

上げ料
・火災保険料 ・

民

火災保険料 ・火災保険

活

料 ・火災保険料
・電気

動

料 ・電気料 ・電気料 ・

部

電気料

・観光用倉庫を

一

適切に管理することが

般

できた。

成果

 

課題

指

会

標名称（単位）
実績値

計

目標値

２５年度 ２６年

観

度 ２７年度 ２８年度 ３

光

０年度

 
指標

 
指標

祭

用

事道具の所有権、大き

倉

さの違いなどから他市

庫

と単純に比較すること

管

は難しい。
他市との
比

理

較検証

事業
担当課 文化観

Ｃ
　
事
　
業
　

光

コ
　
ス
　
ト

単位：千円

課

２５年度 ２６年度 ２７

款

年度 ２８年度 ２７年度

項

（決算） （決算） （決

目

算） （予算） 事業費内

担

訳

事業費　① 1,62

当

9 1,709 1,69

係

5 1,891 合計 1,

観

694,652 円
需

光

用費 65,949 円

係

財
　
源

特定財源 278

7

278 279 289 役

1

務費 16,799 円

2

使用料及び賃借料

一般



単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ３０年度

成果 来場者数（人） 100,000 102,000 107,000 108,000 110,000
指標

 
指標

刈谷市独自の祭事であるため比較できない。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 5,280 5,414 5,414 5,414 合計 5,414,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 5,414,000 円

一般財源 5,280 5,414 5,414 5,414

職員人件費　② 701 1,408 1,567 1,901

総事業費（①＋②） 5,981 6,822 6,981 7,315

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

８

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 産業振興

基本

（

施策 観光
施策体系

施策

平

の内容 「ふるさと刈谷

成

」の魅力向上と発信

目

２

　
　
　
的

　刈谷万燈保

７

存会への補助を通し、

年

万燈祭の

主
た
る
内
容

　

度

刈谷万燈保存会の祭り

評

開催に要する経費を
保

価

存、継承及び観光の振

）

興による地域活性化 補

刈

助する。
を図る。

位
置

谷

づ
け

関連計画 第2次刈

市

谷市観光推進基本計画

事

根拠法令  

対象者 刈谷

務

万燈保存会 事業期間 ～

事

実施方法 □直営　□委

業

託　□指定管理　■補

評

助・助成　□その他

価シート （様式１）

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

会

２５年度実績 ２６年度

計

実績 ２７年度実績 ２８

名

年度計画

・開催日　7

担

月27日・28日 ・開

当

催日　7月26日・2

部

7日 ・開催日　7月2

市

5日・26日 ・開催日

民

　7月30日・31日

活

・来場者数　100,

動

000人 ・来場者数　

部

102,000人 ・来

一

場者数　107,00

般

0人 ・来場者数　10

会

8,000人

・刈谷市

計

中心部での開催のほか

万

、市内外の他のイベン

燈

トにも積極的に参加す

祭

ることで、知名度が向

開

上し、刈谷市を代表す

催

成果
る祭りとして市内

補

外に認知されるように

助

なってきている。

・企

事

業も近隣の地区と合同

業

で万燈製作や祭りに参

担

加することで、祭りの

当

活性化及び地域におけ

課

る連帯感の醸成にも繋

文

がっ

ている。

・開催場

化

所である市内中心部以

観

外についても、認知度

光

を高める必要がある。

課

・祭りの一層の活性化

款

及び市内外からの観光

項

客の増加を図るために

目

は、伝統の継承のほか

担

、限られたスペースや

当

時間等の
課題

制約の中

係

で、商工会議所や商店

観

街等の既存の地域資源

光

の活用やそれらとの連

係

携のほか、情報発信の

7

充実や効果的なＰＲ手

1

法の採用に取り組む必

2

要がある。

指標名称（



2

比較が
他市との 難しい。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 7,605 0 5,206 0 合計 5,206,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 5,206,000 円

一般財源 7,605 0 5,206 0

職員人件費　② 70 0 1,567 0

総事業費（①＋②） 7,675 0 6,773 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

８

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 産業振興

基

（

本施策 観光
施策体系

施

平

策の内容 「ふるさと刈

成

谷」の魅力向上と発信

２

目
　
　
　
的

　大名行列

７

の保存、継承及び観光

年

の振興を目

主
た
る
内
容

度

　刈谷春祭実行委員会

評

の祭り開催に要する経

価

指すとともに、衣浦定

）

住自立圏共生ビジョン

刈

費を補助する。
に基づ

谷

いた大名行列を開催す

市

ることで圏域の
つなが

事

りを強める。

位
置
づ
け

務

関連計画 第2次刈谷市

事

観光推進基本計画

根拠

業

法令

対象者 刈谷春祭実

評

行委員会 事業期間 ～

実

価

施方法 □直営　□委託

シ

　□指定管理　■補助

ー

・助成　□その他

ト （様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

担

５年度実績 ２６年度実

当

績 ２７年度実績 ２８年

部

度計画

・開催日：5月

市

3日 （非開催年度のた

民

め、実績な ・開催日：

活

5月3日 （非開催年度

動

のため、計画な
・来場

部

者数：約45,000

一

人 し） ・来場者数：約

般

43,000人 し）
刈

会

谷城築城480年記念

計

事業

・地元による伝統

大

行事の開催を支援する

名

ことにより、保存・継

行

承や地元の歴史ＰＲに

列

繋がった。

成果
・東浦

開

町於大まつりとも連携

催

し、お互いのイベント

補

へ参加することにより

助

、衣浦定住自立圏域で

事

の相互ＰＲに繋がった

業

。

・開催場所である市

担

内中心部以外では認知

当

度が低い。

・行事の活

課

性化のため、伝統の継

文

承のほか、限られたス

化

ペースや時間等の制約

観

の中で、効果的なＰＲ

光

手法の採用に取り組
課

課

題
む必要がある。

指標

款

名称（単位）
実績値 目

項

標値

２５年度 ２６年度

目

２７年度 ２８年度 ３０

担

年度

成果 来場者数（人

当

） 45,000 ― 43

係

,000 ― 43,00

観

0
指標

指標
近隣では、

光

岡崎市、東浦町等で、

係

歴史絵巻行列が開催さ

7

れているが、歴史背景

1

や規模が異なるため、



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 120 120 120 120 合計 120,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 120,000 円

一般財源 120 120 120 120

職員人件費　② 351 352 392 380

総事業費（①＋②） 471 472 512 500

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

８

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 産業振興

基本施

（

策 観光
施策体系

施策の

平

内容 観光資源の発掘と

成

活用

目
　
　
　
的

　観光

２

団体への補助を通し、

７

伝統の継承と観

主
た
る

年

内
容

　野田雨乞笠おど

度

り保存会の祭り開催に

評

要す
光の振興による地

価

域活性化を図る。 る経

）

費を補助する。

位
置
づ

刈

け

関連計画 第2次刈谷

谷

市観光推進基本計画

根

市

拠法令  

対象者 野田雨

事

乞笠おどり保存会 事業

務

期間 ～

実施方法 □直営

事

　□委託　□指定管理

業

　■補助・助成　□そ

評

の他

価シート （様式１

Ｂ
　
事
　
業
　

）

実
　
績

２５年度実績 ２

会

６年度実績 ２７年度実

計

績 ２８年度計画

・野田

名

雨乞笠おどり ・野田雨

担

乞笠おどり ・野田雨乞

当

笠おどり ・野田雨乞笠

部

おどり
　開催日：8月

市

25日 　開催日：8月

民

24日 　開催日：8月

活

23日 　開催日：8月

動

21日
　場所：野田八

部

幡宮 　場所：野田八幡

一

宮 　場所：野田八幡宮

般

　場所：野田八幡宮
　

会

来場者数：460人  

計

 来場者数：560人

観

  来場者数：560

光

人   来場者数：60

団

0人

・古くから野田地

体

区に伝わる雨乞おどり

補

を観光資源として支援

助

することにより、刈谷

事

市の魅力を高めること

業

ができた。

成果
・30

担

0年の歴史があり、市

当

の無形民俗文化財に指

課

定している野田雨乞笠

文

おどりの保存、継承に

化

役立っている。

・開催

観

場所である市内南部地

光

域以外についても、認

課

知度を高めていく必要

款

がある。

課題

指標名称

項

（単位）
実績値 目標値

目

２５年度 ２６年度 ２７

担

年度 ２８年度 ３０年度

当

成果 来場者数（人） 4

係

60 560 560 60

観

0 600
指標

 
指標

刈

光

谷市独自の祭事である

係

ため比較できない。
他

7

市との
比較検証

1 2



2

費　① 108 194 86 300 合計 86,400 円
需用費 86,400 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 108 194 86 300

職員人件費　② 351 352 392 380

総事業費（①＋②） 459 546 478 680

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

８

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 産業振興

基

（

本施策 観光
施策体系

施

平

策の内容 観光資源の発

成

掘と活用

目
　
　
　
的

　

２

大名行列に使用する道

７

具を整備して、祭り

主

年

た
る
内
容

　市無形民俗

度

文化財に指定している

評

大名行列
を充実させる

価

。 「奴のねり」で使用

）

する槍等の道具を修繕

刈

す
る。

位
置
づ
け

関連計

谷

画 第2次刈谷市観光推

市

進基本計画

根拠法令  

事

対象者 刈谷春祭実行委

務

員会 事業期間 ～

実施方

事

法 ■直営　□委託　□

業

指定管理　□補助・助

評

成　□その他

価シート （様式１

Ｂ
　

）

事
　
業
　
実
　
績

２５年

会

度実績 ２６年度実績 ２

計

７年度実績 ２８年度計

名

画

・大鳥毛頭止改修　

担

1箇所 ・先箱化粧ひも

当

取替え　4本 ・槍頭修

部

理　10箇所 ・大鳥毛

市

頭解体調整修理等
・槍

民

頭修理　2箇所 ・供槍

活

、先中道具頭修理　2

動

箇・供槍頭修理　2箇

部

所
　所

・祭事での使用

一

に伴い老朽化する道具

般

を修繕することで、「

会

奴のねり」の継承に寄

計

与することができた。

大

成果

・特殊な道具であ

名

るため、修繕可能な業

行

者が限られる。

・観光

列

振興よりも文化財の保

道

存、継承といった視点

具

からの修繕が求められ

整

ている。
課題

指標名称

備

（単位）
実績値 目標値

事

２５年度 ２６年度 ２７

業

年度 ２８年度 ３０年度

担

 
指標

 
指標

西尾市に

当

類似行事があるが、そ

課

れぞれ独自の道具を使

文

用するため比較は難し

化

い。
他市との
比較検証

観光課

款 項 目 担当係

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス

観

　
ト

単位：千円
２５年

光

度 ２６年度 ２７年度 ２

係

８年度 ２７年度

（決算

7

） （決算） （決算） （

1

予算） 事業費内訳

事業
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